
【特集】
おいらせ町の選挙事情
　表紙：木ノ下小学校における選挙出前講座での「模擬選挙」（平成27年12月4日）
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おいらせ町の四季を発信中！
四季で異なる町の豊かな自然や
風物詩を、町ホームページで紹介中！
　http://www.town.oirase.aomori.jp/
　site/oirasekankou/

ちょっとした時間に
ぜひ、ご覧ください。
新たな発見があるかも！

～
農
家
と
酒
蔵
が
協
力
～

 

純
米
酒
「
穂
ノ
泉
」
が
今
年
も
完
成

白
倉
氏
に
「
お
い
ら
せ
病
院
名
誉
院
長
」
の
称
号
授
与

　
町
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
平
成
27

年
度
ま
で
の
12
年
間
、
国
保
お
い
ら

せ
病
院
の
院
長
を
務
め
、
今
春
退
職

し
た
白
倉
外と

も

お
茂
夫
氏
に
対
し
、
地
域

医
療
の
充
実
と
病
院
経
営
の
確
立
に

貢
献
し
た
功
績
を
称
え
、
名
誉
院
長

の
称
号
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
白
倉
名
誉
院
長
は
、
平
成
25
年
度

自
治
体
立
優
良
病
院
表
彰
に
お
い
て

全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
長
表
彰
お

よ
び
全
国
自
治
体
病
院
開
設
者
協
議

会
長
表
彰
を
受
賞
し
、
さ
ら
に
平
成

26
年
度
自
治
体
立
優
良
病
院
表
彰
に

お
い
て
は
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
称
号
授
与
を
受
け
て
白
倉
名
誉
院

長
は
、「
今
後
と
も
、
お
い
ら
せ
病

院
に
お
い
て
、
お
い
ら
せ
町
の
医
療

に
貢
献
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
町
内
の
米
農
家
で
組
織
す
る
お

い
ら
せ
農
酒
会
（
川
口
勉
会
長
）

と
桃
川
（
島
田
勝
社
長
）
は
、
４

月
20
日
、お
い
ら
せ
町
産
の
米「
ま

っ
し
ぐ
ら
」
の
み
を
使
用
し
た
純

米
酒
「
穂
ノ
泉
」
新
酒
発
表
会
を

東
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
穂

ノ
泉
は
、
米
農
家
と
桃
川
が
協
力

し
て
昨
年
誕
生
し
た
も
の
で
す
。

今
年
は
農
酒
会
メ
ン
バ
ー
に
下
田

地
区
の
農
家
４
人
が
加
わ
り
、
17

人
と
な
り
ま
し
た
。

　
穂
ノ
泉
は
町
内
の
酒
屋
10
店
舗

で
扱
っ
て
お
り
、
価
格
は
１
．
８

㍑
入
り
が
２
３
５
０
円
（
税
込
）、

７
２
０
㍉
㍑
入
り
が
１
１
５
０
円

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
お
い
ら
せ
農
酒
会
事
務
局

　
（
桃
川
内
）

　

☎
０
１
７
８
�
２
２
４
１

▶�

三
村
町
長
よ
り
名
誉
院
長
の
称
号
記

を
受
け
取
る
白
倉
氏

▲「穂ノ泉を今後も作り
続け、いずれは世界中に
おいらせ町のお酒を届け
たい」とステージ上で挨
拶する川口勉会長。

▼穂ノ泉で乾杯する参加者たち
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特
集
・
お
い
ら
せ
町
の
選
挙
事
情

　
今
年
夏
に
行
わ
れ
る
予
定
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
先
立
ち
、
お
い
ら
せ
町
の 

投
票
率
の
推
移
や
選
挙
執
行
状
況
な
ど
を
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

投票率の推移
　おいらせ町の投票率は、県内の他市町村
と比較すると、おおむね中盤あたりの投票
率で推移していることが分かります。

※１

※２ ※１

※２

※１�無投票選挙区があり、投票区総数は40とは限りません。
※２��衆議院選のみ青森市は２選挙区（青森市１区および青森市４区（旧浪岡町））あり、

投票区総数は41となります。
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執行年月日 有権者数 投票者数 投票率男性有権者 女性有権者 有権者総数
平成19年４月22日 9,206 人 9,972 人 19,178 人 14,310 人 74.62％

平成23年４月24日 9,395 人 10,204 人 19,599 人 13,135 人 67.02％

平成27年４月26日 9,476 人 10,343 人 19,819 人 13,051 人 65.85％

執行年月日 有権者数 投票者数 投票率男性有権者 女性有権者 有権者総数
平成18年３月26日 9,254 人 9,967 人 19,221 人 14,418 人 75.01％

平成22年２月28日※ 9,426 人 10,209 人 19,635 人 14,510 人 73.90％

平成26年２月23日 9,516 人 10,349 人 19,865 人 13,420 人 67.56％

町議会議員一般選挙と町長選挙～投票率の推移

　合併後の町議会議員一般選挙の投
票率は、平成19 年４月22 日に執行
した選挙の74.62％を最高として、
年々低下傾向にあります。

　合併後の町長選挙の投票率は、平
成18 年３月26 日に執行した選挙の
75.01％を最高として、年々低下傾
向にあります。

※再投票 平成22 年３月７日
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私たちの声を、私たちの将来に。
　
改
正
公
職
選
挙
法
が
昨
年
６
月
19
日
に
公
布
さ

れ
、
選
挙
権
年
齢
が
満
20
歳
以
上
か
ら
満
18
歳
以

上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

○
背
景

　
選
挙
権
年
齢
を
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
る
こ
と

な
ど
を
内
容
と
す
る
「
公
職
選
挙
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
交
付
の
日
か
ら
起

算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
し
、
施
行

後
初
め
て
行
わ
れ
る
国
政
選
挙
（
衆
議
院
議
員
総

選
挙
又
は
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
）
の
公
示
日
以

後
に
そ
の
期
日
を
公
示
又
は
告
示
さ
れ
る
選
挙
に

つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。
選
挙
権
年
齢
の
引
下
げ

は
、
昭
和
20
年
に
20
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
て

以
来
70
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　
国
立
国
会
図
書
館
（
平
成
26
年
）
の
調
査
で
は
、

世
界
191
の
国
・
地
域
の
う
ち
、
９
割
近
く
が
日
本

の
衆
議
院
に
あ
た
る
下
院
の
選
挙
権
年
齢
を
「
18

歳
以
上
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
選
挙
権
年
齢
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
を
中
心

に
さ
ら
に
引
下
げ
を
進
め
る
動
き
が
活
発
化
し
て

お
り
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
既
に
「
16
歳
以
上
」
へ

の
引
下
げ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ド
イ
ツ

や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
で
は
、
特
定
の
州
や
地
域
で

16
歳
以
上
へ
の
引
下
げ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
18
歳
か
ら
の
選
挙
権
は
、
今
年
夏
に
予

定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か
ら
施
行

に
な
る
予
定
で
す
。

○
お
い
ら
せ
町
の
有
権
者
に
お
け
る

18
歳
～
19
歳
の
割
合　

　
今
年
３
月
の
選
挙
人
名
簿
定
時
登
録
の
有
権
者

数
を
も
と
に
す
る
と
、
18
歳
・
19
歳
が
占
め
る
割

合
は

2.55
％
（
約

528
人
）
と
な
り
ま
す
。

　
日
本
は
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
を
迎
え

て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
に
お
い
て
、
日
本
の
未
来

を
作
り
担
う
存
在
で
あ
る
10
代
に
も
、
よ
り
政
治

に
参
画
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、よ
り
早
く
選
挙
権
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、

社
会
の
担
い
手
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
若
い
う
ち

か
ら
持
っ
て
い
た
だ
き
、
主
体
的
に
政
治
に
関
わ

る
若
者
が
増
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
若
者
の
投
票
率
が
低
く
な
る
と
、
若
者
の
声
は

政
治
に
届
き
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
若
者
に
向
け
た
政
策
が
実
現
し
に
く
く

な
っ
た
り
、
実
現
す
る
の
に
時
間
が
要
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

国
や
地
方
の
政
治
を
担
う
代
表
者
を
選
ぶ
の

が
選
挙
で
す
。
選
挙
は
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
自
分

の
将
来
の
た
め
、
そ
し
て
地
域
の
将
来
の
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
声
を
投
票
と
い
う
形
で
表
現
し
ま

し
ょ
う
。

選
挙
年
齢
が

満
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ

自
身
の
た
め
、
地
域
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　

投
票
し
ま
し
ょ
う  
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■
均
等
割
も
所
得
割
も
課
税
さ

　

れ
な
い
人

①
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る

　
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

②
障
が
い
者
や
未
成
年
者
、
寡

婦
ま
た
は
寡
夫
で
、
前
年
中

の
合
計
所
得
金
額
が

125
万

円
以
下
（
給
与
収
入
な
ら
ば

204
万
4
千
円
未
満
）
の
人

■
均
等
割
が
課
税
さ
れ
な
い
人

　
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が

次
の
計
算
式
で
求
め
た
金
額
以

下
に
な
る
人

　
所
得
や
生
活
状
況
な
ど
に
よ

り
、
均
等
割
や
所
得
割
が
課
税

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
控
除
対
象
配
偶
者
も
扶
養
親

族
も
い
な
い
人
は
、
28
万
円
以

下
に
な
る
人
が
対
象
で
す
。

■
所
得
割
が
課
税
さ
れ
な
い
人

　
前
年
中
の
所
得
金
額
か
ら
所

得
控
除
額
を
引
い
た
金
額
が
、

次
の
計
算
式
で
求
め
た
金
額
以

下
に
な
る
人

※
控
除
対
象
配
偶
者
も
扶
養
親

族
も
い
な
い
人
は
、
35
万
円
以

下
に
な
る
人
が
対
象
で
す
。

※
土
地
、
建
物
、
株
式
な
ど
の

譲
渡
（
分
離
課
税
）
は
税
率
が

異
な
り
ま
す
。

年
金
か
ら
差
し
引
い
て
納
め

ま
す
。

■
普
通
徴
収

　

 　

特
別
徴
収
に
該
当
し
な

い
場
合
、
町
が
個
人
に
納

税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

年
4
回
に
分
け
役
場
や
金

融
機
関
で
納
め
ま
す
。
口

座
振
替
も
可
能
で
す
。

［
注
意
］
勤
務
先
が
特
別
徴
収

事
業
所
に
指
定
さ
れ
て
い
た

り
、
年
金
支
払
者
か
ら
年
金
特

別
徴
収
対
象
者
に
指
定
さ
れ
た

り
し
て
い
る
場
合
、
原
則
と
し

て
徴
収
方
法
の
変
更
は
で
き
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
給
与
か
ら
特

別
徴
収
さ
れ
る
課
税
額
の
ほ

か
、
普
通
徴
収
に
よ
る
課
税
額

が
あ
る
場
合
、
希
望
す
れ
ば
普

通
徴
収
分
を
給
与
分
と
一
緒
に

引
き
落
と
し
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
給
与
特
別
徴
収

　
　
給
与
所
得
に
掛
か
る
課
税

額
を
、
勤
務
先
で
月
々
（
各

年
度
6
月
～
翌
年
5
月
）

の
給
与
か
ら
差
し
引
い
て

納
め
ま
す
。

■
年
金
特
別
徴
収

　

 　
年
金
所
得
に
掛
か
る
課
税

額
を
、
国
や
共
済
組
合
な
ど

の
年
金
支
払
者
が
、
個
人
の

個
人
住
民
税
額
は
こ
の

よ
う
に
算
出
す
る

状
況
に
よ
っ
て
課
税
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
る

＋＋

××

　
個
人
住
民
税
は
、
広
く
均
等

の
金
額
に
よ
る
「
均
等
割
」
と
、

個
人
の
所
得
な
ど
に
応
じ
て
負

担
す
る
「
所
得
割
」
の
合
計
金

額
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
年
の
１
月
１
日

現
在
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る

市
町
村
か
ら
、
町
民
税
と
県
民

税
は
合
わ
せ
て
課
税
、
徴
収
さ

れ
ま
す
。

1
Step

均
等
割
と
所
得
割
の
合

計
で
課
税
額
が
決
ま
る

28 万円35 万円

32 万円 16 万 8 千円

本人、控除対象の
配偶者、扶養親族を

合わせた人数

本人、控除対象の
配偶者、扶養親族を

合わせた人数

2
Step

3
納
付
の
方
法
は
大
き
く

分
け
て
３
種
類

4
Step

◦町民税▶▶▶ 3,500 円
◦県民税▶▶▶ 1,500 円

◦課税所得金額＝
　所得金額－所得控除額
◦所得割額＝
　課税所得金額×税率－税額控除

均等
割額

所得
割額

所得割の税率は町民税６％、県民税４％です

前年の１月１日
から 12 月 31 日
までの１年間の
収入金額

・必要経費

・給与所得
    控除額

「所得」
とは…

－

種類ごとの収入から、
その収入を得るための必
要経費などを引いたもの 税

　行政サービスを支える大切な町民税は、県民税と合わ
せて一般に住民税と呼ばれます。今回は、「個人住民税」
についてお知らせします。
問税務課 住民税係　☎ 0178 � 4704

個人住民税額の
しくみ

暮らしの
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①
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
に
関
す
る
改
正
「
適
用
期
限

の
延
長
」

　
適
用
期
限
を
、
居
住
年
が
平

成
31
年
６
月
30
日
（
改
正
前
は

平
成
29
年
）
で
あ
る
も
の
ま
で

１
年
半
延
長
す
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

※住宅に適用される消費税率が８％または10％の場合

例
控
除
額
の
上
限
が
所
得
割

額
の
１
割
か
ら
２
割
に
拡
充

さ
れ
ま
し
た
。

　

 

2
申
告
手
続
き
の
簡
素
化

（「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
特
例
」
の
創
設
）

　�

　
確
定
申
告
が
不
要
な
給
与

所
得
者
等
が
ふ
る
さ
と
納
税

を
行
う
場
合
に
、
確
定
申
告

を
せ
ず
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

寄
付
金
税
額
控
除
を
受
け
ら

れ
る
特
例
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
改
正

　

�

1
特
例
控
除
額
の
拡
充
（
平

成
27
年
中
に
支
出
し
た
寄
付

金
か
ら
適
用
）

　

 　
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
特

居住日 各年度の控除限度額

平成 26年４月～　　　
平成 31年６月 30日※

　所得税の課税総所得金額等
　×７％（町民税 4.2％、県民税 2.8%）
　　※最高 136,500 円

上記以外
　所得税の課税総所得金額等
　×５%（町民税３%、県民税２%）
　　※最高 97,500 円

住民税の住宅借入金等特別税額控除の控除限度額

③
年
金
特
別
徴
収
に
関
す
る
改

正
（
平
成
28
年
10
月
１
日
施
行
）

　

 

1
特
別
徴
収
の
中
止

　

 　
こ
れ
ま
で
は
町
か
ら
転
出

ま
た
は
特
別
徴
収
税
額
が
変

更
に
な
っ
た
場
合
に
は
年
金

特
別
徴
収
が
中
止
に
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
一
定
の
条

件
の
も
と
年
金
特
別
徴
収
が

継
続
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

 

2
仮
徴
収
金
額
の
算
定
方
法

　

�　

仮
徴
収
金
額
（
４
月
・
６

月
・
８
月
支
給
の
年
金
か
ら

特
別
徴
収
さ
れ
る
金
額
）
の

算
定
方
法
が
変
更
に
な
り
、

仮
徴
収
金
額
と
本
徴
収
金
額

の
差
額
が
平
準
化
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

問 

税
務
課 

住
民
税
係

　

☎
０
１
７
８
�
４
７
０
４

平
成
28
年
度
税
制
改
正

（
税
率
・
控
除
額
改
正
）

　個人番号カードは通知カードとは違って、郵送ではなく、役場本庁舎町民課窓口でお受け取り
いただくことになります。「交付通知書」が届き次第、受け取り日時を予約ください。
　受け取りは、本人が来庁しなければなりません（15歳未満の方または成年被後見人の場合も
法定代理人とともに本人が来庁する必要があります）。代理人が受け取れるのは、病気や身体の
障がい等のやむを得ない理由により本人が来庁できない場合に限られます。
●交付場所　　町民課（役場本庁舎）　※分庁舎ではお受け取りできません。
●交付時間　　９時から 17時まで（土・日・祝日は除く）

日中お仕事などで来庁が困難な方のために、夜間・休日窓口を開設します

≪開設日時≫　希望日の２日前までに予約ください。
　①夜間：毎週月～木曜日
　　　　　17時から 20分きざみ（最終受け付け 18時 20分）
　②休日：６月 11 日㊏、６月 12 日㊐、６月 25 日㊏、６月 26 日㊐
　　　　���９時から 20分きざみ（最終受け付け 16時 20分）
　●持ちもの　　届いてある「交付通知書」をご覧ください。
　問・電話予約　町民課☎ 0178 � 2246

個人番号カード（マイナンバーカード）を
申請している方へ　～受取は予約制になります～

マイナンバー

　個人情報保護制度は、個人情報の取扱いのルールを定
め、『開示や訂正を求める権利』など、個人の権利利益を
保護する制度です。

＊訂正及び利用停止に係る請求はありませんでした。

■個人情報保護制度に基づく運用状況
問総務課　☎ 0178 � 2166

＊不服申立はありませんでした。
＊�議会、教育委員会、選挙管理委員会、監査委員、農業委員会、固定資産評
価審査委員会への請求はありませんでした。

■情報公開制度に基づく運用状況

実施機関 請求件数 処理の状況
開示 部分開示 不開示 不存在

町長 17 16 1 0 0
合計 17 16 1 0 0

実施機関 請求件数 処理の状況
開示 部分開示 不開示 不存在

町長 0 0 0 0 0
合計 0 0 0 0 0

平成 27 年度情報公開制度・個人情報保護制度運用状況

　情報公開制度は、町が持つ情報を広く町民に公開し、公正な
町政をすすめ、町政への理解と信頼を深めていただく制度です。
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第
31
回
お
い
ら
せ
町
い
ち
ょ

う
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催
に
伴

い
、
コ
ー
ス
周
辺
の
道
路
で
交

通
規
制
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　
6
月
26
日
㊐

　
　
　
　
　
10
時
～
11
時
40
分

●
場
所　

左
記
マ
ッ
プ
参
照

※ 

大
会
当
日
は
、
コ
ー
ス
周
辺

で
の
自
動
車
等
の
利
用
は
控

え
て
く
だ
さ
い
。
い
ち
ょ
う

公
園
内
へ
の
出
入
り
が
一
時

不
可
能
と
な
り
ま
す
。

※ 

い
ち
ょ
う
公
園
内
の
施
設

は
、
午
後
３
時
ま
で
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

問
社
会
教
育
・
体
育
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
２
７
６

第 31 回おいらせ町
いちょうマラソン大会

交通規制情報

6/26 ㊐

●G

●R

●文

●S スタート

●R 折り返し地点
●G ゴール

（体育館前）

いちょう
公園

ローソン

至三沢市

至八戸市

百石中

●給 給水所

●S

３km コース

５km コース

10km コース
10:25 スタート

10:35 スタート

10:00 スタート

●R

■いちょう公園周辺規制マップ

洋光台団地

●給

●給

　

町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

（
田
畑
修
督
会
長
）
は
、
５
月
７

日
と
８
日
の
両
日
、
町
民
交
流
セ

ン
タ
ー
で
第
６
回
キ
タ
ム
キ
カ
ッ

プ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
大
会

は
、
ｂ
ｊ
リ
ー
グ
・
青
森
ワ
ッ
ツ

の
北
向
由
樹
選
手
の
後
援
会
も
協

力
し
て
例
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
近
隣
市
町
村
か
ら
16
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
競
い
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
、
男
子
の
部
で
は

岡
三
沢
ミ
ニ
バ
ス
（
三
沢
市
）
が

優
勝
、上
北
ミ
ニ
バ
ス
（
東
北
町
）

が
準
優
勝
、北
園
Ｍ
Ｂ
Ｃ（
十
和
田

市
）
が
３
位
と
な
り
、
女
子
の
部

で
は
上
北
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
東
北
町
）

が
優
勝
、
北
園
Ｍ
Ｂ
Ｃ
（
十
和
田

市
）
が
準
優
勝
、
岡
三
沢
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
三

沢
市
）
が
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
北
向
由
樹
選
手
も
児
童

た
ち
の
試
合
を
観
戦
し
、
閉
会
式

の
講
評
で
は
「
２
日
間
の
皆
さ
ん

の
頑
張
り
を
見
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
も
精
一
杯
練
習
を
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。
自
分
も
頑
張
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
北
向
由
樹
と

青
森
ワ
ッ
ツ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

●
日
時
（
全
４
回
）

　

 

６
月
27
日
～
７
月
18
日
の
毎
週

月
曜
日
、
19
時
～
21
時

●
場
所　
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

●
参
加
料　
無
料

●
対
象
者　

 

町
民
お
よ
び
町
内
に

勤
務
し
て
い
る
人

●
募
集
人
員　
15
人
程
度　

●
申
込
締
切　
６
月
17
日
㊎　

●
指
導
員　
粒
来　
誠　
氏　

問
（
申
込
先
）

　

町
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局　

中
川

　
　

☎
０
１
７
６
�
１
５
６
３

第
６
回
キ
タ
ム
キ
カ
ッ
プ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

▶
閉
会
式
で
講
評
を
述
べ
る
北
向
選
手

▲交流戦で戦う木ノ下Sunsと百石スポーツ少年団

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

 

参
加
者
を
募
集

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
初
心
者

講
習
会 

参
加
者
を
募
集

●
日
時　
※
雨
天
中
止

（
第
１
回
） 

６
月
26
日
㊐ 

10
時
～

●
場
所　
カ
ワ
ヨ
グ
リ
ー
ン
牧
場

　
　
　
　
　
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

●
参
加
料　
無
料

●
定
員　
20
人　

●
申
込
締
切　
６
月
19
日
㊐　

●
主
催　
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

問
（
申
込
先
）

　

町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

　
（
カ
ワ
ヨ
グ
リ
ー
ン
牧
場
内
）

　

☎
０
１
７
８
�
４
１
１
１
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町
防
災
基
本
条
例�
前
文

　

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
は
、
多
く
の
生
命
と

財
産
を
一
瞬
に
し
て
奪
い
、
人
々

の
暮
ら
し
、
地
域
社
会
や
都
市
機

能
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
ま
た
、
近
年
発
生
し
て
い
る

大
規
模
な
自
然
災
害
は
、
私
た
ち

に
、
自
然
の
持
つ
力
の
大
き
さ
、

恐
ろ
し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
知
ら
し

め
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
人
は
、
自
然

災
害
の
発
生
を
完
全
に
抑
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
災
害
に
備
え
て
、
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
、
力

を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
災
害
か
ら
町
民
の
生
命
と
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
は
、
町
が
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
施
策

を
講
じ
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
に

関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
町
に
関
わ
る
全
て
の
者
の
責

務
と
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
相
互

に
連
携
し
、
協
力
し
あ
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い

る
。

　
私
た
ち
は
、
自
ら
の
こ
と
は
自

ら
で
守
る
「
自
助
」、身
近
な
地
域

で
支
え
合
う
「
共
助
」、
行
政
が

町
民
を
支
援
す
る
「
公
助
」
の
理

念
を
念
頭
に
置
き
、
町
民
、
事
業

者
、
町
、
職
員
及
び
議
会
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
責
務
や
役
割
を
十
分
に

理
解
し
、
一
体
と
な
っ
て
災
害
に

立
ち
向
か
う
決
意
を
明
確
に
示
す

と
と
も
に
、災
害
の
予
防
、減
災
、

応
急
復
旧
及
び
復
興
に
係
る
対
策

に
関
す
る
体
制
を
整
備
し
、
施
策

の
基
本
事
項
を
定
め
、
災
害
に
強

い
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を

制
定
す
る
。

限
の
対
策
を
講
ず
る
こ
と
は
町
の

責
務
で
す
が
、
昨
今
の
災
害
事
例

の
教
訓
か
ら
、
大
規
模
広
域
災
害

時
に
は
、
本
来
被
災
者
を
支
援
す

べ
き
行
政
自
体
が
被
災
し
、
行
政

機
能
が
麻
痺
し
「
公
助
の
限
界
」

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
行
政
だ
け
で
は
な
く

町
に
関
わ
る
全
て
の
人
、
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
積
極
的
に
防
災
の
責

務
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
災

害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
す
る

こ
と
は
可
能
で
す
。
こ
の
た
め
、

日
頃
か
ら
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
が
、

「
災
害
は
ひ
と
ご
と
」
と
思
わ
ず
、

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災

害
に
備
え
、自
分
で
で
き
る
こ
と
、

家
族
で
で
き
る
こ
と
、
隣
近
所
で

力
を
合
わ
せ
て
で
き
る
こ
と
等
を

考
え
、
相
互
に
助
け
合
う
こ
と
が

重
要
で
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
い
て
、
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
「
自
助
」
と
地
域
や
身
近
に

い
る
人
ど
う
し
が
助
け
合
う
「
共

助
」
に
よ
る
「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」

を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。

　

そ
し
て
、
町
全
体
が
一
丸
と

な
っ
て
防
災
対
策
に
取
り
組
み
、

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た

め
、
防
災
に
関
す
る
基
本
事
項
を

定
め
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
決
意
を
本
条
例
で
表
明

し
て
い
ま
す
。

【
解
説
】

　
平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
は
東
北
地
方
を
中
心

に
未
曾
有
の
大
災
害
を
も
た
ら

し
、
お
い
ら
せ
町
に
も
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
に
科
学
が
進
歩
し
て

も
、
自
然
現
象
の
発
生
、
災
害
の

発
生
を
抑
え
る
こ
と
は
難
し
い
こ

と
で
す
。

　
ま
た
、災
害
か
ら
町
民
の
生
命・

身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
、
最
大

　
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
住
宅

再
建
支
援
（
利
子
補
給
）
は
、
平

成
29
年
２
月
ま
で
で
す
。

●
補
助
対
象
者

　

 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
自
ら
居

住
し
て
い
た
住
宅
に
被
害
を
受

け
た
方
、
か
つ
県
内
に
お
い
て

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

建
設
、
購
入
又
は
改
修
す
る
方

（
被
災
し
た
住
宅
の
世
帯
主
の

３
親
等
以
内
の
親
族
が
再
建
す

る
場
合
も
含
ま
れ
ま
す
。）

●
補
助
金
額

① 

住
宅
の
建
設
・
購
入
の
た
め

の
新
規
債
務
▼
対
象
上
限
額

１
４
６
０
万
円
、
金
利
上
限
２

％
の
５
年
分
の
利
子
相
当
額

（
最
大
１
３
０
万
円
程
度
）

② 

住
宅
の
改
修
（
増
改
築
を
含

む
。）
の
た
め
の
新
規
債
務
▼

対
象
上
限
額
６
４
０
万
円
、
金

利
上
限
１
％
の
５
分
の
利
子
相

当
額
（
最
大
25
万
円
程
度
）

③ 

上
記
の
い
ず
れ
か
の
債
務
を
有

す
る
方
の
被
災
住
宅
の
既
債
務
、

新
規
債
務
の
契
約
日
を
基
準
と

し
た
年
分
利
子
相
当
額

問 
ま
ち
づ
く
り
防
災
課

　

☎
０
１
７
８
�
２
１
３
１

　
町
で
は
、
町
民
の
皆
様
へ
の
防

災
施
設
の
周
知
お
よ
び
防
災
意
識

向
上
の
た
め
、
明
神
山
防
災
タ
ワ

ー
の
一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。

　
防
災
に
興
味
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。
当

日
明
神
山
に
お
越
し
い
た
だ
け
れ

ば
、
係
員
が
案
内
い
た
し
ま
す
。

●
日
時　
７
月
24
日
㊐

　
　
　
　
　
　
　
10
時
～
16
時

●
場
所　
明
神
山
防
災
タ
ワ
ー

　
　
　
（ 

お
い
ら
せ
町
松
原
一
丁

目
７
３
‐
４
６
０
）

●�

駐
車
場　
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
乗
り
合
い
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※
10
人
以
上
の
団
体
見
学
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
見
学
の
時
間
帯

を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
７
月
15
日
㊎
ま
で
に
、
事
前

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問 

ま
ち
づ
く
り
防
災
課

　

☎
０
１
７
８
�
２
１
３
１

～
シ
リ
ー
ズ
解
説
～

町
防
災
基
本
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

問 

ま
ち
づ
く
り
防
災
課　

☎
０
１
７
８
�
２
１
３
１

防災情報

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の

住
宅
再
建
支
援
（
利
子
補
給
）

は
平
成
29
年
２
月
ま
で

明
神
山
防
災
タ
ワ
ー
を

一
般
公
開
し
ま
す
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老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

報情

各
種
施
策
・
行
事
案
内

●住民票、町名変更の証明書
●戸籍謄本、戸籍の附票
●印鑑証明書
　※印鑑登録・廃止・　 
　　再発行の手続きはできません
●所得証明書・課税所得証明書
●評価証明書など
　資産に関する証明書
●納税証明書（車検用含む）
●粗大ごみ処理券
●健診無料券など

※住所変更、戸籍届出、保険証
交付などは取り扱いできま
せん。

問北部出張所☎0176㊿1208
　青葉二丁目50番地1395　　

※運転免許証、保険証など本
人確認ができる公的書類を
持参ください。手続きに
よっては説明や追加書類が
必要になります。

北部出張所でも
各種証明書を
発行しています

氣比神社

木ノ下小
しもだ
幼稚園

青葉
公園

北部出張所（北公民館内）

おいらせ病院☎0178-52-3111　中央公民館☎0178-56-2251　東公民館☎0178-52-2061　　　　　　　北公民館☎0176-57-0033　町民交流センター☎0178-56-4711　いちょう公園体育館☎0178-52-6744　

老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

　
　

催　

し

女
性
の
た
め
の

放
射
線
講
座
を
開
催

身
体
障
害
者
（
肢
体
不
自
由
）

巡
回
診
査
を
行
い
ま
す

自
衛
隊
航
空
機
「
Ｃ
Ｈ 

-

47
Ｊ
」
体
験
搭
乗
募
集

●
持
ち
物

　

�

身
体
障
害
者
手
帳
（
所
有
者

の
み
）、
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真

ま
た
は
紹
介
状
、
病
名
・
治

療
の
状
況
・
身
体
状
況
が
わ

か
る
書
類
、
印
鑑

●
申
込
締
切　
６
月
30
日
㊍

要
と
す
る
人
。

【�

注
意
】
当
日
の
診
査
で
判
定
が

困
難
な
場
合
は
、
指
定
医
の
い
る

医
療
機
関
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ

と
に
な
り
ま
す
▼
脳
血
管
障
が
い

に
よ
る
障
が
い
の
診
査
は
、
発
症

か
ら
３
か
月
以
上
経
過
し
て
い
る

人
が
対
象
で
す
▼
車
い
す
、
歩
行

補
助
杖
な
ど
の
交
付
に
つ
い
て
、

要
介
護
認
定
・
要
支
援
認
定
を
受

け
て
い
る
人
は
介
護
保
険
か
ら
の

貸
与
が
優
先
と
な
り
ま
す
▼
義

肢
・
装
具
お
よ
び
車
い
す
に
つ
い

て
、
複
雑
な
処
方
が
必
要
な
も
の

は
巡
回
診
査
の
対
象
外
で
す
。

●
巡
回
診
査
日
程
と
会
場

①
７
月
６
日
㊌

　
（
受
付
）
９
時
～
11
時

　
（
診
査
）
９
時
半
～
12
時

　
（
会
場
）
十
和
田
市
南
公
民
館

②
７
月
８
日
㊎

　
（
受
付
）
９
時
～
11
時

　
（
診
査
）
９
時
半
～
12
時

　
（
会
場
）�

三
沢
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー

　

日
本
原
燃(

株)

で
は
、
放

射
線
に
関
す
る
素
朴
な
疑
問
に

お
答
え
す
る
女
性
限
定
の
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

●�

内
容　
第
１
部
：
放
射
線
の

基
礎
知
識
▼
第
２
部
：
プ
リ

ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
講
座

●
日
時

①
６
月
28
日
㊋

　
10
時
～
12
時

②
７
月
６
日
㊌

　
18
時
半
～
20
時
半

●�

場
所　
み
な
く
る
館
（
下
前

田
１
４
５
‐
１
）

●�

締
切　

①
６
月
28
日
開
催
分

　
▼
６
月
21
日
㊋

②
７
月
６
日
開
催
分

　
▼
６
月
29
日
㊌

●
参
加
費　
５
０
０
円
／
回

　

身
体
障
害
者
巡
回
診
査
は
、

巡
回
に
よ
り
医
学
的
判
定
を
行

い
、
併
せ
て
そ
の
更
生
に
必
要

な
総
合
的
相
談
に
応
じ
る
こ
と

を
目
的
に
行
い
ま
す
。
来
場
希

望
者
は
、
必
ず
事
前
に
介
護
福

祉
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

対
象

① 

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、

再
認
定
、
障
が
い
程
度
の
変

更
を
必
要
と
す
る
人
。

② 

補
装
具
の
交
付
や
修
理
を
必

●�

日
時　
８
月
６
日
㊏
（
所
要

時
間
：
約
15
分
）

●
場
所　

�

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地

●�

対
象　
小
学
生
以
上
（
定
員

１
０
０
人
）

●
応
募
方
法　
往
復
は
が
き
往

信
用
通
信
面
に
▼
住
所
▼
全
員

の
氏
名
と
フ
リ
ガ
ナ
（
４
人
ま

で
）
▼
年
齢
▼
職
業
▼
電
話
番

号
、
返
信
用
宛
名
面
に
▼
住
所

▼
全
員
の
氏
名
（
必
ず
）
▼
裏

面
白
紙
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
三
沢
基
地
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
受
講
希
望
日
、
託

児
サ
ポ
ー
ト
希
望
の
有
無
（
０

歳
児
～
未
就
学
児
童
対
象
）
に

つ
い
て
お
電
話
で
連
絡
く
だ
さ

い
。

問 

日
本
原
燃(
株)
地
域
本
部

広
報
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
７
‐
７
３
１
‐
１
６
５
８

　
（
平
日
９
時
～
17
時
受
付
）

問
介
護
福
祉
課　

☎ 

０
１
７
８
�
４
７
０
５

　今年２月から３月にかけて、町民の皆様か
らご協力いただいた社資は、被災地の復興支
援、新たな災害救護体制の強化、赤十字病院・
血液センター等の運営による医療の向上のた
めに活用されます。日本赤十字社の活動への
ご理解とご協力に深く感謝申し上げます。

≪おいらせ町の実績≫
●件数
　５，５１１件

●社資総額
　３，０９２，２７０円

平成28 年度日本赤十字社
「社資納付状況」

５月31 日は「世界禁煙デー」
テーマ�「2020 年、受動喫煙の無い社

会を目指して～たばこの煙から
子ども達をまもろう～」

「世界禁煙デー」は世界保健機関ＷＨ
Ｏが制定した禁煙を推進するための記
念日です。日本では、毎年5 月31 日
から６月６日までの一週間を「禁煙週
間」として、禁煙や受動喫煙防止を呼
び掛けています。この機会に、たばこ
の健康への影響について考え、禁煙に
チャレンジしてみませんか？
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老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

おいらせ病院☎0178-52-3111　中央公民館☎0178-56-2251　東公民館☎0178-52-2061　　　　　　　北公民館☎0176-57-0033　町民交流センター☎0178-56-4711　いちょう公園体育館☎0178-52-6744　

老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

　
　

募　

集

自
衛
官
候
補
生

（
男
性
）
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

●
受
付
期
限　
6
月
10
日
㊎

●
試
験
日　
6
月
18
日
㊏

●�

場
所　
青
森
駐
屯
地
ま
た
は

八
戸
駐
屯
地
（
予
定
）

問
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

三
沢
募
集
案
内
所

☎
０
１
７
６
�
１
３
４
６

①
募
集
団
地

　
奥
入
瀬
西
団
地
Ｌ
‐
５

　
（�

お
い
ら
せ
町
三
本
木
１
２
５
‐
１
）

▼
家
賃　
２
１
，
８
０
０
円
～

　
　
　
　
　
３
２
，
４
０
０
円

▼�

団
地
概
要　
平
成
18
年
建
設

／
木
造
二
階
／
３
Ｄ
Ｋ

②
募
集
団
地

　
木
内
々
団
地
Ａ
‐
４

　
（ 

お
い
ら
せ
町
中
下
田
２
９
）

▼
家
賃　
１
０
，
０
０
０
円
～

　
　
　
　
　
１
４
，
９
０
０
円

▼�

団
地
概
要　
昭
和
51
年
建
設

／
簡
易
耐
火
二
階
／
３
Ｄ
Ｋ

●
募
集
期
限　
６
月
14
日
㊋

●�

選
考
方
法　
申
込
み
が
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●�

入
居
時
期　
平
成
28
年
８
月

（
予
定
）

●
入
居
要
件

①
現
に
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
人

②
世
帯
の
月
収
が
15
万
８
千
円
以
下

③
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

④
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

※ 

高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
等
は

要
件
が
異
な
り
ま
す
。

●�

申
込
方
法　
申
込
書
に
▼
住

民
票
謄
本
▼
平
成
28
年
度
課

税
（
所
得
）
証
明
書
▼
町
税

等
の
滞
納
が
無
い
こ
と
の
証

明
書
を
添
付
し
、
地
域
整
備

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※ 

申
込
書
は
地
域
整
備
課
で

配
布
し
ま
す
。

●
注
意
事
項

※ 

入
居
決
定
者
は
、
町
内
に
在

住
し
て
い
る
連
帯
保
証
人
２

人
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※ 

入
居
の
際
に
、
敷
金
（
家
賃

３
か
月
分
）
を
納
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●申請期限　平成 28年 12月 20日㊋まで
【工事着工前に指定の申請書類を提出すること】

●対象者　浄化槽を新たに設置する人、または
　単独浄化槽から合併浄化槽に切り替えする人
●主な交付要件
　①公共下水道事業認可区域外に設置すること
　② 平成 29 年２月末日までに事業完了すること
　③本人および世帯が町税などを滞納していないこと

　下水道が当面整備されない地区の浄化槽設置に、
補助金を交付します。住宅・事業所が対象となり、
借家等は対象外となります。

一般住宅用 区分 限度額
5 人槽 529,000 円
6 人槽～ 7人槽 662,000 円
8 人槽以上（上限）897,000 円

事業所用　区分 限度額
5 人槽 352,000 円
6 人槽～ 7人槽 441,000 円
8 人槽～ 10 人槽 598,000 円
11 人槽～ 15 人槽 876,000 円
16 人槽以上（上限） 1,174,000 円

浄化槽設置に補助金を交付します

問地域整備課　下水道係　☎ 0178 � 4819

農業用使用済みプラスチックを回収します
日時 回収場所    【JA 十和田おいらせ】

６月 16日㊍ 下田支店��北部野菜センター
６月 17日㊎ 下田支店��北部野菜センター
６月 20日㊊ ももいし支店�二川目野菜集出荷センター
６月 21日㊋ ももいし支店�二川目野菜集出荷センター
●受付時間　9時から15時まで　印鑑を持参すること
●助成費　　1kg あたり８円を助成します。

問 JA 十和田おいらせ
ももいし支店☎ 0178 � 2384 下田支店☎ 0178 ㊿ 0180
町農林水産課☎ 0178 � 4279

■持ち込み時の注意点
　▷縦 50cm・横 50cm・高さ 50cm 程度にたたむ、
またはロール状にする。▷ツルや葉は落とす。
（処分料は 1kg あたり 45円です。ツルや葉を落とさな
い場合は、重量分の処分料を負担していただきます）

長いもネットの回収も実施します。

●持込方法（ビニール類、苗箱など）これまでと同様です。
　□ハウスビニールは必ずひもを外す
　□ポリと塩化ビニールを分ける
　□土砂をよく落として乾かす
　□肥料袋やフィルムなどは束にして縛る
　□苗箱は 20～ 30枚ごとに重ねて縛る
　□農薬容器は、よく洗い、乾かす

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
締
切　
７
月
１
日
㊎
必
着

問
航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
第
3

航
空
団
司
令
部
監
理
部
渉
外
室

〒
０
３
３
‐
８
６
０
４

三
沢
市
後
久
保
１
２
５
‐
７

☎
０
１
７
６
�
４
１
２
１

　

内
線
３
３
１
３

問
地
域
整
備
課　

☎ 

０
１
７
８
�
４
７
０
２

第
15
回
ハ
ー
ト
ピ
ア
お
い

ら
せ
県
下
短
歌
大
会
」
の

応
募
作
品
を
募
集
し
ま
す

●
日
時　
７
月
31
日
㊐ 

10
時
～

●�

場
所　

カ
ワ
ヨ
グ
リ
ー
ン

ロ
ッ
ヂ
（
レ
ス
ト
ラ
ン
）

●
会
費　
三
千
円
（
昼
食
込
）

●�

応
募
方
法　
は
が
き
に
▼
宿

題
Ａ
「
光
」
お
よ
び
Ｂ
「
自

由
詠
」
を
そ
れ
ぞ
れ
１
首
▼

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
▼

出
欠
の
可
否
（
朱
書
）
を
記

入
の
う
え
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
締
切　
７
月
５
日
㊋
必
着

問
・
申
込
先

　

 

ハ
ー
ト
ピ
ア
お
い
ら
せ
県
下

短
歌
大
会
・
実
行
委
員
長　

日
野
口
和
子

〒
０
３
９
‐
２
１
８
３

お
い
ら
せ
町
鶉
久
保
17
‐
86

☎
０
１
７
６
�
３
８
６
０

家庭菜園や山菜取りでの
食中毒に注意してください

　消費者庁によると、有毒植物による食中
毒者が全国的に増えているそうです。家庭
菜園や山菜取りを始める季節ですが、情報
収集を行って食中毒を防ぎましょう。また、
喫食した後に体調が悪くなった場合は、す
ぐに最寄りの病院を受診しましょう。
問消費者ホットライン ☎１８８（イヤヤ！）
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老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

町 内 会
有楽町／阿光坊／
本村／新敷／
錦ヶ丘／洗平

住吉町／若葉／青葉／緑ヶ
丘／鶉久保／木ノ下／豊栄
／豊原／向山／苫米地／洋
光台／根岸／黒坂／深沢／
一川目／二川目

鍋久保／三本木／三田／間木／曙／
木内々／染屋／木崎／秋堂／中野平／
苗振谷地／向坂／本町地区／くるみ団
地／藤ヶ森／いちょう団地／堀切川／
川口／明神下／横道／日ヶ久保

燃 え る ご み 毎週月・木曜日 毎週火・金曜日
燃えないごみ ６月24日㊎ ６月28日㊋ ６月27日㊊

資 源 ご み 　　　　　　　　　　　　　６月�１日㊌�������　　　　　　　　　　����６月�８日㊌
　　　　　　　　　　　　　６月15日㊌�������　　　　　　　　　　�����６月22日㊌

粗 大 ご み ６月10日㊎・24日㊎　★有料予約制／１週間前までに申込みが必要です

缶 ・ プ ラ ス チ ッ ク 紙
プ ラ ス チ ッ ク 　 び ん 　

ごみは夜出さず、収集日の朝８時までに出してください。ペットボトルのキャップやラベルははずしてください。
黄色の警告シールがついた場合、ごみ出しのルールが守られていません。不具合を直し新しい袋かシールをはがした袋で出してください。

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

祝日も収集します　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境保健課　☎0178�4218

お
知
ら
せ

平
成
28
年
度
労
働
保
険

年
度
更
新
の
手
続
き

お
金
の
悩
み
、
困
っ
て
い
る

こ
と
は
早
め
に
相
談
を
！

　
労
働
保
険
の
年
度
更
新
（
平

成
27
年
度
確
定
保
険
料
と
平
成

28
年
度
概
算
保
険
料
の
申
告
・

納
付
手
続
き
）
を
行
っ
て
い
た

だ
く
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
の
申
告
・
納
付

期
間
は
、
６
月
１
日
か
ら
７
月

11
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
近
く
の
金

融
機
関
・
郵
便
局
等
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
青
森
労
働
局
総
務
部

　
　
　
　

労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
１
７
‐
７
３
４
‐
４
１
４
５

　
信
用
生
協
で
は
、
借
金
の
返

済
や
生
活
資
金
な
ど
、
お
金
の

悩
み
相
談
を
無
料
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
毎
週
木
曜
日
に
無
料

弁
護
士
相
談
会
も
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。　

問
信
用
生
協
八
戸
事
務
所

☎
０
１
２
０
‐
１
０
２
‐
０
８
４

東
京
お
い
ら
せ
会

会
員
募
集
！

　
東
京
お
い
ら
せ
会
は
、
首
都
圏
に
お
住

ま
い
の
「
お
い
ら
せ
町
出
身
者
」
や
「
お

い
ら
せ
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
」
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

 　
東
京
お
い
ら
せ
会
は
、
会
員
の
親
睦
や

交
流
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
首
都

圏
に
お
住
ま
い
の
、
お
い
ら
せ
町
出
身
の

親
族
、
友
人
や
知
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

●
東
京
お
い
ら
せ
会
総
会

　
東
京
お
い
ら
せ
会
の
会
員
が
大
勢
集
ま

る
年
に
一
度
の
機
会
で
す
。
お
い
ら
せ
町

か
ら
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

▼
日
時　

 

６
月
25
日
㊏　
総
会 

13
時
～
／

懇
親
会 

14
時
～

▼ 

会
場　
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町

▼ 

会
費　

 

六
千
円
（
中
学
生
三
千
円
、
小

学
生
以
下
無
料
）

▼
申
込　
６
月
10
日
㊎
ま
で

問
東
京
お
い
ら
せ
会
事
務
局

　
（
企
画
財
政
課
内
）
担
当
：
柏
崎

　

☎
０
１
７
８
�
４
２
７
３

 問環境保健課　☎0178�4218

集会所等を巡回して、小型家電を回収します 巡回時刻までに小型家電を持参してください。
　（巡回場所に置き去りにしないでください）

６月９日㊍	 下田地区の各集会所等

※�テレビ、洗濯・乾燥機、冷蔵・冷凍庫、エアコンは回収
できません。

６月 10 日㊎	 百石地区の各集会所等

巡回時刻 巡回場所
8:30 秋堂
8:45 木崎
9:00 染屋
9:15 間木
9:30 曙
9:45 三田
10:00 三本木
10:15 伝承館
10:30 阿光坊
10:45 新敷
11:00 洗平
11:15 錦ヶ丘

巡回時刻 巡回場所
11:30 向山
11:45 豊原
13:00 北公民館
13:15 古間木山
13:30 鶉久保
13:45 木ノ下
14:05 豊栄
14:15 町営霊園
14:35 有楽町
14:45 木内々
15:00 中野平

巡回時刻 巡回場所
8:30 東公民館
8:45 味祭館
9:00 藤ケ森
9:15 川口
9:30 堀切川
9:45 明神山
10:00 横道
10:15 深沢旧会館

巡回時刻 巡回場所
10:30 一川目
10:50 二川目
11:15 百石中
11:30 洋光台
11:45 いちょう公

園交流館
12:00 みなくる館
12:15 苗振谷地
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老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

６月の相談窓口
日中お仕事などで、税金・保険料の
納付や相談が困難なとき

・納税相談   問税務課 ☎ 0178 � 4704

①夜間納税相談……17時～20時

②休日納税相談……8 時半～ 17時

時間内であれば税金・保険料を納める
こともできます。
お気軽にご利用・ご相談ください。

税金および保険料の5月 31日㊋納期限の
督促状発送日は６月 20日㊊、町・県民税
第１期分の納付期限は６月 30日㊍です。

※�納め忘れの防止、手間のかからない
　口座振替が便利です！
＊�高齢者や障がい者など、体が不自由
な人で、どうしても金融機関や役場
窓口で税金を納められない人へは自
宅へ訪問します。

・ 町民相談　　  10 日㊎ 10 時～ 15 時
    場北民館 　問総務課☎ 0178 � 2166
    相談員　小田　耕滋
・ 行政相談
　①８日㊌ 10 時～ 12 時
    場北公民館　問総務課☎ 0178 � 2166
    相談員  徳永幸雄（☎ 0178 � 3850）
　② 24 日㊎ 10 時～ 15 時
    場東公民館　問総務課☎ 0178 � 2166
    相談員  中村廣美（☎ 0178 � 3848）

場本庁舎　７㊋、21 日㊋
場分庁舎　14 日㊋、28 日㊋

場本庁舎　５日㊐

日常の困りごとなど

・人権相談　３日㊎
　「人権擁護委員の日」特設所
　時①９時～ 12 時／② 12 時～ 15 時
　場北公民館
　問町民課　☎ 0178 � 2246

差別・離婚・相続・近隣トラブルなど

老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

「自死遺族のつどい」開催のお知らせ
■日時　７月２日㊏　13 時半～ 15 時半
■場所　八戸駅・ユートリー４階
　　　　　　　　　　　　伝統工芸室
■対象　自死でご家族・友人を亡くされた方
問青森県立精神保健福祉センター「こころの電話」
　☎ 017-787-3957 ／ 017-787-3958

・無料法律相談 　24 日㊎ 10 時～ 12 時
　 場東公民館
　問弁護士法人 青空と大地
    　☎ 0176-21-5162

借金・離婚や相続・不動産の問題など

募集・採用情報
町廃棄物減量等推進審議会委員を募集します

　廃棄物減量等推進審議会は、廃棄物の減量などの町民の自主的
活動を進める施策について、広く意見を集め、審議を行います。
　このたび、現在の委員の任期満了にあたって新たな委員を公募
します。町の環境施策に関心のある人は、積極的にご応募ください。
●募集人数　５人以内
●応募資格　�①町民もしくは町内の事業所などに勤務されている人
　　　　　　②平成 28 年４月１日現在において満 18 歳以上の人
　　　　　　③町の他の審議会などの委員でない人
　　　　　　④町議会議員および町職員でない人
　　　　　　⑤平日の日中に開催される会議に出席できる人
　　　　　　⑥次のいずれにも該当しない人
　　　　　　　１） 禁錮以上の刑に処せられ、その執行が終わるまで

又はその執行を受けることがなくなるまでの人
　　　　　　　２）成年被後見人、被保佐人、被補助人
●任　　期　委嘱の日から２年間
●応募方法　 指定の応募用紙に必要事項を記入し、持参、郵送又は

FAX（0178-56-4264）のいずれかの方法で環境保健
課へ提出ください。応募用紙は町ホームページまたは
環境保健課で配布しています。なお、提出書類は返却
いたしません。

●募集期間　平成 28 年６月１日㊌～６月 20 日㊊
●選考方法　応募内容により審査選考のうえ、結果を本人へ通知
●報　　酬　会議出席に応じて日額 5,300 円支給
　　　　　　（交通費は費用弁償として別途支給）

問・申込先　町環境保健課　☎ 0178 � 4218
（〒039-2289　おいらせ町上明堂60-6　おいらせ町環境保健課　宛て）

町健康づくり推進協議会委員を募集します
　当協議会は町民の健康生活の向上を図り、町の各種保健事業を
推進するために設置され、町内医療機関・議会・教育機関・保健
衛生機関・関係行政機関・福祉関係団体・事業所・体育関係団体
の代表で組織されています。このたび、広く町民の意見を取り入
れた事業を推進するため、委員を募集します。
●募集人数　若干名
●任　　期　�平成 28 年 6 月～平成 30 年５月（２年間）
●応募資格　①町内在住で 18 歳以上の人（平成 28 年４月１日現在）
　　　　　　②年２回程度の会議に出席できる人
●応募方法　 指定の申込書に必要事項を記入し、環境保健課へ提出し

てください。申込書は環境保健課または町ホームページ
から入手可能です。なお、提出は郵送または持参とします。

●募集期限　平成 28 年６月 20 日㊊
●選考方法　書類選考し、結果を全員に通知します。

問・申込先　町環境保健課　☎ 0178 � 4218
（〒039-2289　おいらせ町上明堂60-6　おいらせ町環境保健課　宛て）
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日 時間 会場

６
月
18
日
㊏

��8:10 竹ヶ原組前
��8:25 岩崎徹男さん宅前
��8:40 二川目消防屯所
��8:55 吉田精米所前
��9:15 豊栄地区コミュニティセンター
��9:35 甲洋小学校職員駐車場
��9:50 石田商店前
10:30 横道生活会館
10:40 深沢消防屯所
10:50 越沢忠幸さん宅前
11:00 一川目生活会館
11:15 百石町漁業協同組合

６
月
19
日
㊐

��8:05 小向商店前
��8:15 よし食堂前
��8:25 洋光台地区コミュニティセンター
��8:50 洋光台南公園
��9:05 日福商店前
��9:15 堀切川地区コミュニティーセンター
��9:30 川口地区コミュニティセンター
��9:40 明神山コミュニティ防災センター
��9:50 いきいき館
10:30 くるみ団地中央
10:40 藤ヶ森地区生活会館
10:55 肴町消防屯所
11:05 おいらせ町役場分庁舎

日 時間 会場

６
月
11
日
㊏

��8:00 苗振谷地生活会館
��8:10�秋堂コミュニティセンター
��8:25 木崎ふれあい館
��8:35 三田会館
��8:50 三本木ふれあい館
��9:05（有）北都工業赤坂資材置き場前
��9:20 旧蛯名商店前
��9:30 本村地区コミュニティセンター伝承館
��9:50 新敷集会所
10:25 洗平地区農業構造改善センター
10:40 錦ヶ丘集会所
10:55 阿光坊農事集会所
11:10 木内々地区コミュニティセンター

６
月
12
日
㊐

��8:00 中野平集会所
��8:15 相撲茶屋月見亭前
��8:30 染屋集会所
��8:40 山内商店前
��8:55 曙集会所
��9:15 向山駅西口
��9:30 豊原集会所
��9:50 北公民館
10:25 古間木山集会所
10:45 鶉久保地区農業構造改善センター
11:00 木ノ下ふれあい館
11:20 木崎野荘前
11:30 百石商事入口

　
生
後
3
カ
月
以
上
の
飼
い
イ

ヌ
は
、
登
録
と
年
1
回
の
狂
犬

病
予
防
接
種
が
必
要
で
す
。

　
イ
ヌ
の
飼
い
主
は
、
近
く
の

予
防
接
種
会
場
で
予
防
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
登
録
だ
け

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
料
金　

３
，
１
０
０
円

＊ 

す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
イ

ヌ
の
飼
い
主
に
は
、
は
が
き

を
送
っ
て
い
ま
す
。
接
種
を

受
け
る
と
き
は
、
は
が
き
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

＊ 

新
規
登
録
す
る
場
合
、
さ
ら

に
３
，
０
０
０
円
の
料
金
が

か
か
り
ま
す
。

▼
6
月
４
日
㊏
ま
で
に
は
が
き

　
が
届
か
な
い
場
合
は
環
境
保

　
健
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

　
さ
い
。

▼
接
種
か
ら
１
年
を
経
過
し
て

　
い
な
い
場
合
は
、
今
回
の
接

　
種
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。

●
自
宅
訪
問　

事
情
が
あ
り
自

宅
訪
問
を
希
望
す
る
人
は
、

6
月
９
日
㊍
ま
で
に
環
境
保

健
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
集
合
注
射
終
了
後
に
訪

問
し
ま
す
。
注
射
料
金
の
他

に
１
，
０
０
０
円
の
料
金
が

か
か
り
ま
す
。

当日の混み具合により、時間は変わることがあります。イヌが亡くなっている場合は届出してください。日程と会場

問環境保健課　☎ 0178 � 4218

狂犬病予防接種
～大切なパートナーだから～
イヌの登録と狂犬病予防接種を忘れずにイヌの登録と狂犬病予防接種を忘れずに
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遠
藤
エ
ミ
（
滋
賀
県
）
田
中
博
文
（
千

葉
県
）
山
本
和
督
（
宮
崎
県
）
鈴
木
大

城
郎
（
東
京
都
）
鈴
木
恵
一
（
徳
島
県
）

掛
布
絵
理
（
愛
知
県
）
坂
本
直
巳
（
岐

阜
県
）
渡
邉
伸
司
（
愛
知
県
）
三
澤
隆

久
（
神
奈
川
県
）
小
笠
原
由
法
（
北
海

道
）
佐
藤
正
和
（
宮
城
県
）
服
部
博
信

（
東
京
都
）
横
田
雅
志
（
埼
玉
県
）
後

藤
弘
美
（
愛
知
県
）
山
外
敏
夫
（
三
重

県
）
篠
原
嘉
子
（
茨
城
県
）
吉
村
直
之

（
東
京
都
）
青
木
貴
尚
（
熊
本
県
）
大

山
貴
之
（
京
都
府
）
山
崎
ヨ
シ
（
埼
玉

県
）
奥
山
玲
子
（
埼
玉
県
）
水
谷
文
彦

（
東
京
都
）
笠
井
俊
宏
（
京
都
府
）
鈴

木
順
一
（
神
奈
川
県
）
渡
辺
正
文
（
千

葉
県
）
中
山
雅
裕
（
香
川
県
）
三
浦
卓

也
（
岐
阜
県
）
中
井
聡
（
東
京
都
）
木

村
進
一
（
東
京
都
）
金
子
恵
美
（
東
京

都
）
中
島
雅
博
（
大
阪
府
）
笠
原
伸

夫
（
東
京
都
）
穂
積
茂
（
群
馬
県
）
田

川
義
裕
（
千
葉
県
）
上
田
昭
夫
（
大
阪

府
）
大
井
英
明
（
青
森
県
）
前
﨑
博
信

（
神
奈
川
県
）
山
口
智
（
大
阪
府
）
増

子
順
由
（
千
葉
県
）
恵
美
加
奈
子
（
熊

本
県
）
恵
美
八
重
子
（
広
島
県
）
中
村

か
お
る
（
兵
庫
県
）
斎
藤
昌
治
（
東
京

都
）
浅
原
伸
治
（
埼
玉
県
）
中
村
小
夜

里
（
栃
木
県
）
杉
原
宏
之
（
岡
山
県
）

田
中
彩
（
東
京
都
）
木
内
勝
弥
（
神
奈

川
県
）
田
中
み
の
り
（
愛
知
県
）
田
中

健
靖
（
愛
知
県
）
小
塚
晃
美
（
群
馬
県
）

上
村
卓
（
北
海
道
）
澤
田
裕
司
（
岩
手

県
）中
林
義
道（
大
阪
府
）柏
崎
源（
東

平
成
27
年
度
実
績

●
寄
附
者
数�
１
，
１
２
７
人

●
寄
附
総
額�
１
２
，４
１
５
千
円

寄
附
者
氏
名
（
住
所
地
）

※
敬
称
省
略
、
順
不
同

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は
？

京
都
）
柏
崎
奈
保
子
（
東
京
都
）
鈴
木

聡
子
（
東
京
都
）
市
口
恵
（
大
阪
府
）

宮
本
大
輔
（
埼
玉
県
）
松
本
美
穂
（
神

奈
川
県
）
酒
井
宏
純
（
兵
庫
県
）
吉
田

保
宣
（
千
葉
県
）
橘
光
蔵
（
東
京
都
）

原
田
太
一
（
東
京
都
）
中
田
駿
（
東
京

都
）
後
藤
純
一
（
神
奈
川
県
）
里
村
昌

史
（
神
奈
川
県
）
島
田
涼
子
（
東
京
都
）

安
井
裕
人
（
東
京
都
）
齊
藤
樹
里
（
青

森
県
）
水
野
信
幸
（
富
山
県
）
住
永
敬

一
（
埼
玉
県
）
林
崎
理
（
東
京
都
）
井

上
誠
（
兵
庫
県
）
中
森
清
信
（
京
都
府
）

木
本
直
孝
（
三
重
県
）
染
葉
和
孝
（
静

岡
県
）
清
水
美
知
雄
（
東
京
都
）
犀
川

弘
（
埼
玉
県
）
東
隆
輔
（
兵
庫
県
）
大

屋
高
広
（
東
京
都
）
杉
田
知
大
（
大
阪

府
）
川
野
幸
治
（
京
都
府
）
山
田
真
広

（
愛
知
県
）
前
嶋
真
由
美
（
東
京
都
）

岸
田
修
二
（
千
葉
県
）
大
坪
靖
典
（
愛

知
県
）
兼
子
孝
夫
（
東
京
都
）
桝
田
保

博
（
大
阪
府
）
藍
谷
輝
一
（
東
京
都
）

蛭
田
真
人
（
兵
庫
県
）
呉
英
仁
（
東
京

都
）
長
野
光
子
（
東
京
都
）
坂
口
篤
志

（
茨
城
県
）
岩
倉
研
二
（
大
阪
府
）
井
上

恵
梨
（
長
崎
県
）
宇
都
宮
裕
（
神
奈
川

県
）
後
安
房
子
（
岡
山
県
）
浅
井
太
朗

（
静
岡
県
）
西
村
美
代
子
（
大
阪
府
）
岡

田
相
志
（
大
阪
府
）
空
田
安
弘
（
広
島

県
）
小
池
貴
行
（
東
京
都
）
山
口
京
子

（
神
奈
川
県
）
中
村
勇
治
（
埼
玉
県
）
平

田
昌
弘
（
東
京
都
）
今
野
信
子
（
宮
城

県
）
福
島
大
輔
（
東
京
都
）
久
保
田
尚

樹
（
静
岡
県
）
遠
藤
巌
（
神
奈
川
県
）

吉
田
誠
（
兵
庫
県
）
桃
井
雅
夫
（
京
都

府
）
関
丈
典
（
東
京
都
）
細
川
武
彦

（
岐
阜
県
）
堀
太
一
（
東
京
都
）
手
計
光

江
（
東
京
都
）
市
橋
元
（
愛
知
県
）
小

林
渉
（
東
京
都
）
神
田
由
香
里
（
和
歌

山
県
）
渡
辺
晋
（
長
野
県
）
小
倉
直
樹

（
大
阪
府
）
安
藤
昭
仁
（
愛
知
県
）
杉

山
丈
司
（
愛
知
県
）
小
材
紀
子
（
大
阪

府
）
飯
田
貴
文
（
愛
知
県
）
松
本
卓
也

（
埼
玉
県
）
隅
田
佳
孝
（
東
京
都
）
簀

戸
聖
子
（
大
分
県
）
宮
園
健
三
（
神
奈

川
県
）
三
田
美
奈
子
（
東
京
都
）
馬
内

朋
明
（
神
奈
川
県
）
小
原
結
城
（
岩
手

県
）
山
本
輝
清
（
和
歌
山
県
）
冨
田
顕

士
（
東
京
都
）
江
本
憲
央
（
岡
山
県
）

中
井
弘
之
（
石
川
県
）
吉
田
章
則
（
神

奈
川
県
）
能
見
正
（
東
京
都
）
畠
山
昇

（
大
阪
府
）
虎
谷
豊
（
大
阪
府
）
小
林
淳

哉
（
北
海
道
）
小
林
大
鑑
（
東
京
都
）

柳
堀
理
紗
（
東
京
都
）
藤
田
幹
雄
（
東

京
都
）
勝
呂
節
子
（
静
岡
県
）
三
浦
一

喜
（
山
形
県
）
長
久
保
樹
一
郎
（
東
京

都
）
長
久
保
伸
子
（
東
京
都
）
田
中
健

一
（
新
潟
県
）
村
松
昇
（
静
岡
県
）
山

本
和
利
（
東
京
都
）
山
本
仁
子
（
神
奈

川
県
）
佐
山
賢
一
（
静
岡
県
）
金
光
喜

一
郎
（
岡
山
県
）
渡
邊
直
美
（
兵
庫
県
）

松
澤
彰
（
東
京
都
）
関
誠
（
岩
手
県
）

黒
岩
洋
一
（
東
京
都
）
吉
川
成
司
（
神

奈
川
県
）
秋
吉
昌
三
（
宮
崎
県
）
宮
内

功
夫
（
京
都
府
）
堀
健
太
（
東
京
都
）

清
水
利
明
（
埼
玉
県
）
四
宮
毅
（
大
阪

府
）
藤
本
七
枝
（
神
奈
川
県
）
井
上
正

廣
（
兵
庫
県
）
渡
邉
和
寿
（
東
京
都
）

船
木
健
（
東
京
都
）
楢
林
貴
浩
（
鹿
児

島
県
）
松
藤
昭
雄
（
千
葉
県
）
北
脇
和

仁
（
埼
玉
県
）
野
中
達
雄
（
東
京
都
）

肥
塚
真
宏
（
東
京
都
）
上
田
良
浩
（
愛

知
県
）
渡
邉
綾
乃
（
東
京
都
）
井
上
朝

雄
（
東
京
都
）
加
藤
千
裕
（
神
奈
川
県
）

坂
井
利
彰
（
東
京
都
）
山
田
謙
一
（
岐

阜
県
）
竹
内
栄
司
（
愛
知
県
）
久
米
將

央
（
岐
阜
県
）
刀
根
麻
衣
子
（
愛
知
県
）

甲
村
太
輔
（
東
京
都
）
伊
藤
浩
章
（
千

葉
県
）
曽
根
孝
行
（
東
京
都
）
小
比
類

巻
太
二
男
（
お
い
ら
せ
町
）
松
原
慕
慶

（
香
川
県
）
鎌
田
研
治
（
広
島
県
）
小
原

玲
子
（
神
奈
川
県
）
平
岡
広
美
（
大
阪

府
）
伊
藤
司
（
神
奈
川
県
）
高
本
晶
子

（
神
奈
川
県
）
大
多
和
幸
子
（
東
京
都
）

会
津
毅
哉
（
京
都
府
）
西
里
昭
夫
（
福

岡
県
）
倉
富
覚
（
福
岡
県
）
冨
田
恵
美

（
東
京
都
）
花
本
美
佳
（
東
京
都
）
板
垣

哲
朗
（
島
根
県
）
山
本
義
隆
（
神
奈
川

県
）
中
村
律
子
（
福
岡
県
）
山
崎
あ
ず

さ
（
東
京
都
）
山
崎
伯
生
（
東
京
都
）

奥
山
宜
明
（
東
京
都
）
小
林
仁
志
（
神

奈
川
県
）
藤
綱
俊
夫
（
長
野
県
）
赤
木

健
秀
（
千
葉
県
）
中
嶋
祐
作
（
東
京
都
）

山
口
眞
（
神
奈
川
県
）
土
屋
伸
二
（
広

島
県
）
倉
澤
剛
太
郎
（
群
馬
県
）
坂
口

真
司
（
香
川
県
）
飛
志
津
由
紀
（
兵
庫

県
）
福
島
崇
司
（
東
京
都
）
松
井
文
博

（
千
葉
県
）
田
内
衛
（
東
京
都
）
小
高
健

治（
栃
木
県
）Solw

ay D
avid

（
東
京

都
）五
十
嵐
直
矢（
千
葉
県
）五
十
嵐
徹

（
神
奈
川
県
）
鈴
木
美
栄
（
神
奈
川
県
）

泉
谷
尚
志
（
神
奈
川
県
）
森
谷
博
（
東

京
都
）
大
西
隆
弘
（
兵
庫
県
）
武
藤
富

美
子
（
岩
手
県
）
江
田
慎
一
（
埼
玉
県
）

中
山
之
義
（
愛
知
県
）
稲
岡
祥
治
（
大

阪
府
）
分
銅
暁
（
兵
庫
県
）
石
川
裕
司

（
東
京
都
）
宮
本
律
子
（
東
京
都
）
今

泉
浩
（
愛
知
県
）
関
谷
麻
里
絵
（
京
都

府
）
古
賀
隆
太
（
神
奈
川
県
）
片
岡
孝

（
栃
木
県
）
舘
勝
則
（
兵
庫
県
）
東
環

（
埼
玉
県
）
永
野
茂
（
熊
本
県
）
矢
作
隆

浩
（
神
奈
川
県
）
百
田
康
紀
（
福
岡
県
）

大
場
剛
平
（
東
京
都
）
田
中
昭
成
（
東

京
都
）
井
門
一
美
（
滋
賀
県
）
富
樫
泰

章
（
東
京
都
）
鈴
木
真
愉
美
（
東
京
都
）

菅
原
俊
広
（
新
潟
県
）
坂
田
絵
美
（
埼

玉
県
）
古
田
稔
（
大
阪
府
）
斉
藤
基
忠

（
東
京
都
）
島
田
勇
人
（
神
奈
川
県
）
平

岡
一
夫
（
宮
城
県
）
山
下
泉
（
宮
崎
県
）

永
瀬
公
男
（
島
根
県
）
新
藤
純
治
（
埼

玉
県
）
中
澤
和
彦
（
長
野
県
）
坂
爪
香

（
東
京
都
）
真
田
和
彦
（
大
阪
府
）
風

間
禎
之
（
東
京
都
）
小
森
隆
之
（
広
島

県
）
望
月
政
広
（
東
京
都
）
西
田
真
悟

（
兵
庫
県
）
櫻
田
瑶
子
（
東
京
都
）
天
神

正
志
（
神
奈
川
県
）
吉
村
茂
樹
（
石
川

県
）
坂
手
み
ず
ほ
（
兵
庫
県
）
松
原
康

高
（
埼
玉
県
）
阿
部
敏
行
（
新
潟
県
）

越
部
毅
（
東
京
都
）
岸
本
舞
（
岡
山
県
）

高
橋
正
周
（
東
京
都
）
鵜
沢
覚
（
東
京

都
）
金
澤
重
俊
（
岩
手
県
）
安
武
哲
朗

（
福
岡
県
）
水
落
清
（
東
京
都
）
水
ノ
江

昭
英
（
福
岡
県
）
清
水
修
（
埼
玉
県
）

井
上
正
春
（
群
馬
県
）
辻
真
紗
美
（
奈

良
県
）
野
田
英
子
（
千
葉
県
）
黒
田
康

之
（
東
京
都
）
塩
川
聡
（
佐
賀
県
）
磯

谷
圭
三
（
茨
城
県
）
小
菅
実
（
神
奈
川

県
）
吉
田
曠
二
（
大
阪
府
）
宮
﨑
達
也

（
千
葉
県
）
古
谷
英
人
（
山
梨
県
）
長

田
昌
美
（
福
岡
県
）
宮
本
達
也
（
和
歌

山
県
）
岡
本
美
蘭
（
東
京
都
）
前
田
潤

一
郎
（
京
都
府
）
本
間
ゆ
み
子
（
静
岡

県
）
脇
田
政
史
（
三
重
県
）
安
井
金
丸

（
愛
知
県
）
塩
路
昌
宏
（
大
阪
府
）

※ 

氏
名
の
公
表
を
希
望
し
て
い
な

い
人
に
つ
い
て
は
、掲
載
い
た
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

新
た
に
税
を
納
め
る
も
の
で
は
な

く
、
自
分
が
貢
献
し
た
い
と
思
う
自

治
体
へ
の
寄
附
金
の
こ
と
で
、
原
則
、

二
千
円
を
超
え
る
寄
附
を
行
っ
た
と

き
に
、住
民
税
と
所
得
税
か
ら
一
定
の

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、寄
附
を
し
た

翌
年
に
確
定
申
告
を
行
う
こ
と
が
原

則
で
す
が
、条
件
を
満
た
す
方
に
つ
い

て
は
確
定
申
告
が
不
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
生
ま
れ
故
郷
や
応
援
し
た

い
自
治
体
な
ど
、ど
の
自
治
体
に
対
す

る
寄
附
で
も
対
象
で
す
。

　
お
い
ら
せ
町
で
は
、一
万
円
以
上
を

寄
附
し
た
町
外
の
人
に
、お
礼
と
し
て

町
の
特
産
品
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
で

故
郷
お
い
ら
せ
町
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い

問
企
画
財
政
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
２
７
３
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健康　　　長寿
　おいらせ町

健康長寿
青森県一を
目指します

問
環
境
保
健
課 

健
康
長
寿
推
進
室

　

☎
０
１
７
８
�
４
５
５
１

　

当
院
は
、歯
科
医
師
３
人
、歯
科
衛
生
士
４
人
、歯
科
助
手

３
人
、受
付
２
人
の
12
人
が
従
事
す
る
、開
院
し
て
28
年
の
歯

科
医
院
で
す
。

　

乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
方
々

の
健
康
増
進
を
め
ざ
し
、
院
内
で
の
診
療
の
み
な
ら
ず
地
域

に
向
け
て
も
発
信
し
て
い
る
、
当
院
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。

① 

乳
幼
児
期
～
学
童
期
…
…
一
生
の
よ
い
生
活
習
慣
、
噛
む

機
能
を
育
て
る
た
め
の
大
事
な
基
礎
作
り
の
時
期
で
す
。

乳
幼
児
期
で
は
生
活
・
食
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
を
、さ

ら
に
学
校
健
診
で
は「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
ろ
う
！
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
講
話
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
を

充
実
さ
せ
、「
口
呼
吸
」
か
ら『
鼻
呼
吸
』
に
改
善
す
る「
あ

い
う
べ
体
操
」を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

② 

青
・
壮
年
期
…
…
生
活
習
慣
の
乱
れ
が
、歯
周
病
を
悪
化
さ

せ
る
誘
因
と
な
る
た
め
、町
で
行
う
成
人
・
パ
パ
マ
マ
歯
周

病
検
診
に
協
力
し
、病
気
の
早
期
発
見
と
生
活
指
導
を
行
い
、

進
行
ス
ト
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

③ 

高
齢
期
…
…
高
齢
者
の
死
因
ト
ッ
プ
が
肺
炎
に
な
り
ま
し

た
。
特
に
誤
嚥
に
よ
る
肺
炎
を
予
防
す
る
た
め
、訪
問
診
療

で
の
口
腔
ケ
ア
、
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
、最
後
ま
で「
口
か
ら
食
べ
る
」こ
と
が
で
き
る
よ
う

応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

お
口
の
健
康
は
、全
身
の
健
康
へ
の
第
一
歩
で
す
。
短
命
県

返
上
の
た
め
に
も
、地
域
医
療
を
担
う
べ
く
、今
後
も
首
都
圏

で
開
催
さ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
等
へ
積
極
的
に
参
加
し
、知
識
・
技

術
の
向
上
と
皆
様
へ
の
情
報
発
信
に
努
め
な
が
ら
、
町
と
連

携
し
、健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

（
医
）木
村
歯
科
医
院

健
康
宣
言

「
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
協
定
」
を

締
結
し
た
法
人
の
健
康
宣
言

　

～
町
と
関
係
団
体
と
が
連
携
協
力
し
、

　
　

一
丸
と
な
っ
て
健
康
長
寿
を
目
指
し
ま
す
～

　昨年度から始まった「いきいき健活ポイント事業」が今年も６月１日からスタートします。
　今年度は対象となる事業が大幅に増え、子育て世代から高齢者までさまざまな年代の町民が取り組み
やすいメニューとなっています。
　一人ひとりがより良い生活習慣を身につけ、実践し、継続することで、「健康長寿のまちづくり」のた
めの第一歩を始めましょう。

●対象者：２０歳以上の町民
●対象事業： 基本健診（さわやか成人健診、国保特定健康診査、人間ドック等）、がん検診などの各種検

診、町主催の健康づくり事業や講演会、献血、運動施設の有料利用、など
　　　　　　※詳しくは折込チラシや毎月の広報でもご確認ください
●対象期間：平成 28 年６月１日㊌～平成 29 年２月 28 日㊋
●ポイント取得方法
　① 私の健活宣言をポイントカードに記入する（１ポイント）【必須】
　② 基本健診を受診（２ポイント）【必須】
　③ 対象事業に参加する（１ポイント）
　④ 運動施設を利用する（１ポイント）
●ポイント特典
　① 男性はポイントが２倍になります
　② お子さんが一緒に参加した場合は１ポイント追加になります
　③ 20 ポイント達成で商品券 1,000 円分と交換（お一人１回限り）
　④ 必須ポイント（３ポイント）を集めて翌年度の抽選会に参加

健活ポイントがスタートします！！

問環境保健課 健康長寿推進室　☎0178�4551

６月１日から
スタート！

※６月４日～ 10日は「歯と口の健康週間」です。
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♪おいらせ健康カレンダー♪
日・曜 行事名 時間 ※は受付 場　所 備　　考

平日毎週火曜 リハビリ相談 9:30-11:00 いきいき館 理学療法士による運動指導。

平日毎週金曜 リハビリ相談 9:30-11:00 いきいき館 看護師による健康相談。 ★

日・曜 行事名 時間 ※は受付 場　所 備　　考

1 水 北地区介護予防教室 �9:30-12:00 北公民館 ★

2 木 百石地区介護予防教室 �9:30-12:00 いきいき館 理学療法士による運動指導 ★

～

7 火
貯筋道場 �9:15-11:00 交流センター 見学申込みは地域包括支援センターまで ★

１歳６か月児健康診査 ※ 12:30-12:45 老人福祉センター ※対象：平成26年11月生まれ ★

8 水

北地区介護予防教室 �9:30-12:00 北公民館 理学療法士による運動指導 ★

２～３か月児健康相談 ※ 10:00-10:20 老人福祉センター ※対象：平成28年3月生まれ ★
乳幼児相談 ※ 13:00-13:20 老人福祉センター 対象：妊婦、乳幼児 ★

9 木 南地区介護予防教室 �9:30-12:00 老人福祉センター ★
10 金 百石地区介護予防教室 �9:30-12:00 いきいき館 運動指導士による運動指導 ★
11 土

12 日 愛の献血 10:00-12:00
13:15-16:00 イオンモール下田 受付場所：ボウリング場入り口 ★

13 月 南地区介護予防教室 �9:30-12:00 老人福祉センター ★
14 火 貯筋道場 �9:15-11:00 交流センター 見学申込みは地域包括支援センターまで ★

15 水

北地区介護予防教室 �9:30-12:00 北公民館 ★

5～6か月児健康相談 ※ 10:00-10:2010:40-11:00 老人福祉センター 対象：平成27年12月～平成28年1月生まれ ★

お父さんのための離乳食づくり教室 ※ 9:30-9:45 老人福祉センター ５～６か月児健康相談と同日開催

16 木 百石地区介護予防教室 �9:30-12:00 いきいき館 理学療法士による運動指導 ★
～

21 火 貯筋道場 �9:15-11:00 交流センター 見学申込みは地域包括支援センターまで ★
22 水 北地区介護予防教室 �9:30-12:00 北公民館 健康運動指導士による運動指導 ★

23 木
南地区介護予防教室 �9:30-12:00 老人福祉センター 理学療法士による運動指導 ★
百石地区介護予防教室 �9:30-12:00 のびのび館 ★

24 金 ３歳児健康診査 ※ 12:30-12:45 老人福祉センター 対象：平成24年12月生まれ ★
～

28 火 貯筋道場 �9:15-11:00 交流センター 見学申込みは地域包括支援センターまで ★
29 水

30 木
★印は健活ポイント対象事業です
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『認知症』になっても住み慣れた町で安心して暮らすために

問おいらせ町地域包括支援センター（分庁舎４階）　☎ 0178 � 2132

こんにちは、地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

支
し

援
えん

センターです！　No.25

「徘徊」とは…
　認知症の症状には、記憶力や判断力などが衰える中核症状と、本人の性格や環境の
変化などが影響して、妄想や幻覚などが現れる周辺症状とがあります。
　周辺症状の一つに、家の中や外を歩き回る「徘徊」があります。意味もなく歩き回っ
ていると思われがちですが、本人には目的がある場合が多いです。家の外での徘徊は、
行方不明という深刻な事態にもなりかねません。地域の方々や警察に保護されたとし
ても、認知症が進んでくると、自分の名前や住所などを言えないことも多いため、ど
この誰なのかを探し出すのは難しくなってしまいます。

「あんしんカード」とは…
　徘徊の心配がある方のために、町ではあんしんカード事業を行っています。
あんしんカードとは、認知症等が原因で徘徊の心配がある方の情報を、事前に
町及び警察署に登録しておくものです。もし徘徊して保護されたときには、登
録情報から個人を特定して、すみやかにご家族に連絡することができます。認
知症やあんしんカードに関することは、下記までお気軽にお問合せ下さい。

　過去５年以内に国民年金の納め忘れがある方は、申込みにより、平成30年９月までに
限り、国民年金保険料を納めることができる「後納制度」が利用できます。
　この機会にぜひ、ご利用ください。

　●利用対象者
　　① 20歳以上60歳未満の方で、５年以内に納め忘れの期間（免除以外）や未加入期間

のある方
　　②60歳以上65歳未満の方で①の期間のほかに任意加入中に納め忘れの期間のある方
　　③65歳以上の方で老齢年金の受給資格がなく任意加入中の方
　　※60歳以上で、老齢基礎年金を受け取っている方は申込みできません。

　●�後納制度で２年以上前の保険料を納付するメリット
　　① 年金の受給資格を得られる可能性があります（不足している期間の保険料を納める

ことにより、年金の受給資格を得られる可能性があります）。
　　②将来受ける年金額が増額します。

　後納制度を利用するには、申込みが必要となります。詳しくは、下記のお問い合せ先へ
ご連絡ください。

国民年金情報
国民年金保険料の納め忘れがある方へ

ねんきんダイヤル　☎0570 - 05 - 1165 問日本年金機構八戸年金事務所　☎0178�7369
　町民課国民年金係　　　　　        ☎0178�2246

あんしん
カード
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～食育活動しています！
　　　　　　ヘルスメイトのご紹介～

しょくいくぷらす

こそだてコラム㉔

　６月は「食育月間」、毎月 19 日は「食育の日」。これ
まで食育について、さまざまなお話をしてきました。
　今回は、町の健康づくりと食生活改善のためにボラ
ンティア活動をしている「ヘルスメイト」と呼ばれる
方々を御紹介します。
　おいらせ町では 98 人の方が活動しています。町か
ら委嘱され、食育として「おやこの食育教室」、健康
づくり活動として「生涯骨太クッキング」「高齢者の
低栄養予防教室」など、テキストに沿って自分達で調
理、学習し、それらを地域の人々に伝える取り組みを
しています。
　会員の皆さんは、食を通して会話し、健康づくりに

ついて理解を深めます。
まずは、皆さんで集まっ
て料理作り。試食の時間
も含めて、とても和や
か。お茶をいただきなが
ら、おしゃべりや情報交
換をしたりと充実した時間を過ごします。「楽しんで
活動しましょう」というのが、会のモット―です。研
修会や他の会との交流会も設けています。
　ピンクのエプロンやＴシャツ、ジャンパー（男性会
員は青いエプロンを着用します）を着て活動している
方を見かけたら、話しかけてみてください。必ず皆さ
んの健康づくりに役立つお話しが聞けるはずです。ま
た、会員になりたい方は下記からどうぞ！

　おいらせ町食生活改善推進員会は、「私たちの健康は私たちの手で！」を合言葉に、よい食生活が
すべての人々に浸透するよう、活動を行っているボランティアです。
　町は、養成講座を下記のとおり開催します。講座修了者は食生活改善推進員会へ入会し、地域の食
を中心とした健康づくりの輪を広げるために活動いただきます。ご自身や家族、地域の方の健康づく
りのため、青森県健康長寿１位を目指してあなたも取り組んでみませんか？

●対 象 者 　 おいらせ町在住の方で講座終了後、食
生活改善推進員としてボランティア
活動できる人（概ね 20 歳以上、男女
問いません）

●講座期間　 平 成 28 年 7 月 ～ 平 成 28 年 9 月 の 
期間に計６日間程度（詳細日程は、申
込者に別途お知らせします）

●場　　所　いきいき館　ほか
●募集人員　20 人程度
●受講費用　1,700 円程度
　　　　　　（テキスト、食品成分表代として）
●申込締切　平成 28 年６月 20 日㊊

※ 1～5のカリキュラムは、おおむね開講式および閉講式とあわせて実施いたします。
※ 6調理実習と7身体活動・運動を都合により参加できない場合は、別日程もご案内いたします。

おいらせ町食生活改善推進員会（ヘルスメイト）養成講座

問環境保健課 健康長寿推進室　☎0178�4551

回次 カリキュラム内容 単位（時間）
1 食生活改善推進員地区組織活動 １単位（２時間）

2 国民 (町民 )健康状況と生活習慣病予防 １単位（２時間）

3 健康日本21 １単位（２時間）

4 食育（食事バランスガイドを使って） １単位（２時間）

5 食品衛生と食環境保全 １単位（２時間）

6 調理（理論と実習） ４単位（８時間）

7 身体活動・運動（理論と実技） １単位（２時間）

※�上記のほかに開閉講式を行います。 計10単位
（20時間）
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子育て情報

日時 行事内容

三
田
保
育
園

7日㊋ 10：00～11：00 手作りおもちゃで遊ぼう【北部児童センターみらい館】
9日㊍ 10：00～11：30 スクラップブッキングクラブ　ちょき・ぺた
10日㊎ 10：00～11：30 よちよちひろば
14日㊋ 10：30～12：00 アフタービクスサークル
16日㊍ 10：00～12：00 親子クラブ・給食試食会
17日㊎ 10：00～11：30 ハッピーキッズ（ハーフバースディ・１歳バースディカード製作）

20日㊊ 10：00～12：00 すこやかＤＡＹ（成長記録・身体計測）
21日㊋ 10：00～12：00 ハンドメイドクラブ
23日㊍ 10：00～12：00 体験保育（0・1・2歳クラス）
24日㊎ 10：00～12：00 ほっとカフェ
27日㊊ 10：00～12：00 ツインズクラブ（双子の親子の交流会）
詳しい内容は「たんぽぽつうしん」をご覧ください

菜
の
花
保
育
園

7日㊋ 10：30～11：30 父の日プレゼント作り【みらい館サークル】
9日㊍ 10：00～11：30 アンパンマンサークル「アルバム作り」
10日㊎ 10：30～11：30 紙コップフリスビー製作【るんるんサークル木ノ下児童館】

11日㊏ 9：30～10：00 保育体験、離乳食教室

11日㊏ 10：00～11：30 わくわくサークル「しょくぱんマンハウス作り」

11日㊏ 13：00～14：10 フラダンスサークル
14日㊋ 10：00～11：30 リラックマサークル「自由遊び、おしゃべりタイムなど」

16日㊍ 10：00～11：30 フラワーサークル「洗剤れディスペンサー作り」
21日㊋ 10：30～11：30 風車作り【みらい館サークル】
23日㊍ 10：00～11：30 すくすくルーム「親子の手遊び」
24日㊎ 10：30～11：30 フワポンさかな製作【るんるんサークル木ノ下児童館】

25日㊏ 9：30～10：00 保育体験
25日㊏ 10：00～11：30 クックサークル「粉吹きさつま芋作り」
25日㊏ 13：00～14：10 フラダンスサークル
28日㊋ 10：00～11：30 リラックマサークル「自由遊び、おしゃべりタイムなど」

詳しい内容は「わくわくつうしん」をご覧ください

あ
ゆ
み
保
育
園

1日㊌ 9：55～11：30 はんど＆はあと（お出かけバッグ）【デイサービスセンター和花】※下明堂56-1
2日㊍ 9：55～11：50 お誕生会（4月～7月生）（読み聞かせ他）
3日㊎ 9：55～11：30 ファミリーサロン
7日㊋ 10：30～11：40 マタニティほんわかルーム（離乳食の進め方と試食）

9日㊍ 9：55～11：50 おしゃべりサロン（成長記録）
13日㊊ 9：55～11：30 まんまるサークル（親子制作）【北公民館】
14日㊋ 9：55～11：50 しあわせなアロマ生活（虫除けスプレー）
15日㊌ 9：55～11：50 親子でルンルン楽しいダンス
16日㊍ 9：55～11：30 マタニティほんわかルーム（乳房の手入れと乳房マッサージ）

19日㊐ 10：00～11：30 運動会
23日㊍ 9：55～11：50 おいらせクロパ（スクラップブッキング）
24日㊎ 9：55～11：30 英語で遊ぼう【ガーデンプレイス】※鶉久保3-42
29日㊌ 9：45～14：00 世代間交流・さくらんぼ狩り【集合場所：みなくる館駐車場】

30日㊍ 9：55～12：30 親子でお料理【いきいき館】
★詳しい内容は「きらら通信」をご覧ください。

【　】は園外開催場所です。やむをえず予定を変更する場合もありますのでご了承ください。

（主催）
　三田保育園、菜の花保育園、あゆみ保育園

●場所　各保育所の通信でお知らせします
●内容　えほん、手遊び、ふれあい遊びなど

６月６日㊊ 11時00分～

広場

  O
ira

se 
Children's Support Center       Let's enjoy -Hobby-Event-Experience 

ac
tiv

ity
-e

tc
...

子育て支援
センターの
サークルに
おいでよ！

６

三田保育園
☎0178�2008
菜の花保育園
☎0176�8670
あゆみ保育園
☎0178�2206

　児童手当を受給している人で対象となる人
に、現況届の届出用紙を郵送いたします。
　この届けは、毎年６月１日における状況を
記入し、児童手当を引き続き受ける要件があ
るかどうかを確認するためのものです。この
届けの提出がないと、６月分以降の手当が受
けられなくなりますのでご注意ください。
●期間　６月６日～ ６月30 日　※土日を除く
●時間　８時30 分～ 17 時00 分
●場所　町民課／分庁サ―ビス課
※ 今年度も特設窓口を設置し、時間を延長し

て受付する日を設けます。また、届出に添
付する必要書類があります。

※ 詳しい内容は、送付される通知書を確認し
てください。

　ひとり親家庭のお母さん！お父さん！お子
さんを連れて遊びに来ませんか？
子どもたちを対象に学習会や浅虫水族館見学、
親に対しては家計管理及び奨学金制度の勉強
会やざっくばらんに懇話会を行います。

●開催日　７月23 日㊏～ 24 日㊐（１泊）
●開催地　 青森市（県民福祉プラザ～浅虫水

族館ほか）
●対象者　県内のひとり親家庭の親子
　　　　　（30 組程度）
●参加費　大人2,000 円／子ども1,000 円
　　　　　※子ども２人目からは500 円
　　　　　※3 歳未満は無料
●送迎バス　無料送迎バスを運行します。
●申込締切　平成28 年６月17 日㊎

問・申込先
（公財）青森県母子寡婦福祉連合会
　☎０１７－７３５－４１５２

児童手当現況届は６月中に提出を！

平成２８年度親子ふれあい交流会
こども塾・母塾 in青森

「夏休み宿題大会」が開催されます

おいらせ町地域子育て支援センター
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

Oirase-library event information 図書館の行事

問町立図書館　☎0178�3900

■本展示
★ 一般・児童 ★【 環境を考える 】
　�環境月間にちなんで。環境関連図書の展示。

■大人のためのおはなし会
　�　ＭＯＭＯおはなしの会のみなさんが、普段子どもたちにし
ているお話を大人にも楽しんでいただくため開催します。
親子での参加もお待ちしております。申込は不要です。

　●日時　７月７日㊍10時半から
　●場所　みなくる館「なんでも創作室」

■６月の休館日

■６月の行事
�図書館
（あそぼっと）

23日㊍10時半から 幼児のための読み聞かせ
25日㊏14時から ＭＯＭＯおはなしの会

北公民館 18日㊏10時~10時半 おはなし会杉の子

図書館／新着図書Oirase new-book's information
図書館おすすめの本を紹介します。

学校に友達がいない“私”が出会ったのは、手首
に傷がある“南さん”、とても格好いい“アバズ
レさん”、一人暮らしの“おばあちゃん”、そして
尻尾の短い“彼女”だった―。「やり直したい」
ことがある、全ての人に贈る物語。

幼少期のコンプレックス、政界入りのきっか
け、角福戦争の内幕、ロッキード事件の真相、
田中派分裂の舞台裏、家族との軋轢…。戦後
日本の基盤を作り上げながら、毀誉褒貶相半ば
する田中角栄の汗と涙で彩られた生涯を描く。

似鳥鶏『レジまでの推理』／森沢明夫『きらきら眼鏡』／柚木麻子『幹
事のアッコちゃん』／中村航『年下のセンセイ』／中島京子『長いお別
れ』／秋川滝美『幸腹な百貨店』／福永紀美子『手づくりで、かわいい
子どものキモノ』／永岡書店編集部『英語で話せる日本図鑑』／柳原敏
昭『東北の中世史１』／有川浩『倒れるときは前のめり』／ほか

また、同じ夢を見ていた

天才

青森の逆襲

まく子

住野　よる　 著

石原　慎太郎　著

福井　次郎　著

井戸　まさえ　著

ほかにも新着を取りそろえています

一般書

一般書

温泉街に住む小５の「ぼく」は、子どもと大人
の狭間にいた。「大人」になっていく女子が恐
ろしくて、変わっていく自分の身体に抗おうと
していた。そんなとき、とても変できれいなコ
ズエがやってきた。彼女には秘密があって…。

西　加奈子　著
一般書

全国に１万人以上いると推計される「成年無戸
籍者」。日本でなぜ戸籍を手に入れられない状
況が生まれるのか。これまでに多くの無戸籍者
を支援してきた著者が、リアルな実態を描き、
その背景を深く掘り下げる。

今もって青森は“貧しい”。しかし、豊かな自
然と文化があり、面白い奴がいっぱいいる青森
は、結構快適な土地ではなかろうか…。生粋の
青森人が、青森で生きることの哀しさと、素晴
らしさを綴る。

無戸籍の日本人 一般書

一般書

文化活動

　　は
休館日

おいらせの
学びカレッジ専門講座

　受講料は無料ですので、気軽に申し込んで
ください。受講申込み者には後日詳しい日程
や持ち物などを連絡します。

■ 大人のための将棋教室（教養講座）
◉日　時　６月８日㊌～９月 28 日㊌
　　　　　10 時 00 分～ 11 時 30 分
　　　　　（水曜日／全 12 回）
◉場　所　大山将棋記念館
◉講　師　大山将棋記念館職員
◉定　員　なし
◉締　切　随時受け付け

■ 健康整体講座（教養講座）
◉日　時　７月 20 日㊌、27 日㊌、
　　　　  ８月３日㊌
　　　　　18 時 30 分～ 20 時 30 分
◉場　所　北公民館
◉講　師　整体師　北向勉さん
◉定　員　20 人程度
◉締　切　６月 30 日㊍まで

問社会教育・体育課
◆電話での申し込み　
　☎ 0178 � 4276
◆メールでの申し込み
　（専門講座担当宛て）
　yasuko.kosaka@town.oirase.aomori.jp

メールアドレス
QR コード

Education
教養講座▶▶▶

「子供と家族・若者応援団表彰」・
「未来をつくる若者・オブ・ザ・イヤー」
●�募集内容　取組範囲が全国および県内に及

ぶもので、活動実績が５年以上あり、将来
に継続されるもの。また、表彰年度において、
約10 歳～ 30 歳までの個人や団体
●推薦期限　６月20 日㊊
　問 社会教育・体育課　☎0178 �4276

推薦募集！

OIRASE     2016.621
Public Relations



澤上　勝

玉川　勉
（4月１日委嘱）

北向　政義
（4月１日委嘱）

松林　勝智

佐々木　勝美
（4月１日委嘱）

沼舘　廣志
（５月10日委嘱）

川口　勉
（4月１日委嘱）

袴田　信男馬場　武雄日ケ久保　浩幸

西館　芳信

大川　義博
(職務代理者)

山崎　市松
（�会　長�）

佐々木　四樓

川口　徹

坂井田　進

松林　一弥

小向　德一

蛯名　良夫

松本　勝雄

成田　健義

　
４
月
１
日
、
町
長
よ
り
16
人
が
農
業
委
員
と
し
て
新

た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
紹
介
い
た
し
ま
す
。
任

期
は
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。（
敬
称
略
）

　
町
農
業
委
員
会
は
、
４
月
１
日
の
平

成
28
年
度
第
１
回
総
会
お
よ
び
５
月
10

日
の
第
３
回
総
会
に
お
い
て
、
５
人
を

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
委

嘱
い
た
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
31
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
。（
敬
称
略
）

環
境
美
化
指
導
員
と
し
て

４
人
を
委
嘱
し
ま
し
た

　
町
で
は
、
４
月
27
日
、
美
化
パ
ト
ロ
ー
ル
・

不
法
投
棄
の
防
止
啓
発
・
清
掃
活
動
な
ど
、
町

内
の
環
境
美
化
推
進
に
努
め
る
環
境
美
化
指
導

員
を
４
人
に
委
嘱
い
た
し
ま
し
た
。

清
流
指
導
隊
員
と
し
て

４
人
を
委
嘱
し
ま
し
た

　
町
で
は
、
４
月
19
日
、
町
を
流
れ
る
清
流
・

奥
入
瀬
川
流
域
の
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
、
奥
入
瀬
川
の
清
流
を
守
っ
て
い
く

清
流
指
導
隊
員
を
４
人
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

▲�左より杉山加奈さん、松村カネさん、小
田耕滋さん、川澄忠男さん

▲�左より種市岩男さん、吹越久一さん、藤
ケ森利昭さん、丸山知佳さん
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自治基本条例の検証結果を報告します
　町自治基本条例第 39 条の規定に基づき、本条例の平成 26 年度の運用状況を検証する
ため、平成 28 年 2 月 12 日と 3 月 15 日に自治推進委員会を開催し、検証作業を行いま
したので、その結果を報告します。 問まちづくり防災課 0178 � 2131

 1 
町
民
の
生
活
の
権
利
に
関
す
る

状
況
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
成

長
す
る
権
利
の
状
況

　
町
民
の
生
活
に
関
す
る
権
利
の

う
ち
、
特
に
居
住
福
祉
の
受
け
皿

た
る
町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
一

部
の
建
物
の
床
面
積
や
設
備
に
気

に
な
る
点
は
あ
る
も
の
の
、
必
要

な
整
備
は
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
た
。

　
そ
の
他
の
権
利
、
子
ど
も
の
権

利
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
検
証
は

困
難
で
あ
る
た
め
、
権
利
を
阻
害

す
る
よ
う
な
条
例
制
定
、
行
政
行

為
が
な
か
っ
た
か
を
検
討
し
、
な

し
と
判
断
し
た
。

2 
個
人
情
報
保
護
の
状
況

　
個
人
情
報
保
護
法
と
同
趣
の
規

定
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
検
証
は

困
難
で
あ
る
た
め
、
権
利
を
阻
害

す
る
よ
う
な
条
例
制
定
、
行
政
行

為
が
な
か
っ
た
か
を
検
討
し
、
な

し
と
判
断
し
た
。

　

た
だ
、
運
用
が
厳
格
す
ぎ
て
、

住
民
生
活
に
支
障
を
き
た
す
場
面

も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
柔
軟
な

対
応
を
求
め
る
意
見
も
あ
っ
た
。

3
町
民
の
町
政
へ
の
参
加
状
況

　
町
民
の
主
体
性
に
よ
り
発
現
す

る
権
利
で
あ
る
の
で
、
本
条
の
趣

旨
を
阻
害
す
る
よ
う
な
条
例
制
定
、

行
政
行
為
が
な
か
っ
た
か
を
検
討

し
、
な
し
と
判
断
し
た
。

4 
町
民
の
自
立
と
自
律
の
状
況

　
町
民
の
心
構
え
や
主
体
性
を
鼓

舞
す
る
規
定
で
あ
り
、
検
証
は
困

難
で
あ
る
の
で
、
本
章
の
趣
旨
を

阻
害
す
る
よ
う
な
条
例
制
定
、
行

政
行
為
が
な
か
っ
た
か
を
検
討
し
、

な
し
と
判
断
し
た
。

5 
事
前
の
予
備
知
識
や
周
知
を
目

的
と
し
た
町
民
に
分
か
り
や
す

い
説
明(
会)

等
の
取
組
み
状
況

　
説
明
会
等
の
開
催
回
数
は
当
初

よ
り
増
え
て
い
る
が
、
昨
年
と
は

同
程
度
で
あ
っ
た
。
参
加
状
況
や

質
疑
応
答
な
ど
開
催
結
果
の
公
表

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
継

続
し
て
わ
か
り
や
す
い
情
報
公
開

と
参
加
し
や
す
い
説
明
会
の
開
催

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

6 

事
務
事
業
の
計
画
や
成
果
の
公

表
並
び
に
委
員
会
等
の
会
議
公

開
及
び
会
議
録
の
公
開
状
況

　
情
報
公
開
の
範
囲
は
年
々
広
が

っ
て
い
る
が
、
会
議
録
を
公
表
し

て
い
な
い
付
属
機
関
が
あ
る
の
で

可
能
な
限
り
公
表
し
て
ほ
し
い
。

7 
町
民
の
意
見
を
求
め
る
た
め
に

実
施
し
た
事
務
・
事
業
と
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
状
況

① 

事
務
・
事
業
の
名
称
が
堅
苦
し

く
て
分
か
り
に
く
い
。
参
加
意

欲
の
湧
く
名
称
や
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
を
考
え
て
ほ
し
い
。

② 

行
政
も
実
績
作
り
だ
け
で
実
施

す
る
の
で
な
く
、
意
見
を
出
や

す
く
す
る
工
夫
や
努
力
を
し
て

ほ
し
い
。

③ 

意
見
に
対
す
る
結
果
（
反
映
）

を
出
さ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い

し
、
人
は
集
ま
ら
な
い
。

お
い
ら
せ
町
自
治
推
進
委
員
会

　
委
員
長
　
福
原
　
仁
一 

　
副
委
員
長
　
小
笠
原
　
牧
子

　
委
　
　
員
　
柏
﨑
　
利
信

　
委
　
　
員
　
工
藤
　
一
雄

　
委
　
　
員
　
浅
田
　
由
美
子

　
委
　
　
員
　
川
澄
　
忠
男

有料広告欄
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　町観光協会（北向晃会長）は４月21日、下田公園と
いちょう公園の整備・清掃作業を行いました。
　４月末から始まる「おいらせ町春まつり」に合わ
せて来場者を気持ちよく迎えようと毎年実施されて
いるもので、観光協会員を中心に町内企業やボラン
ティア団体、シルバー人材センターの方々が両公園
に分かれて、清掃作業や樹木の移植作業などを行い
ました。
　参加者は春の陽気のなかで作業を行い、両公園は
きれいな姿へ整備されました。

　 　

 まちのわだい

活発に議論を行う行政推進委員▶

牧場の羊と間近でふれ合う来場者たち▶

▶▶▶行政推進委員会議　4/20

▶▶▶春の牧場まつり　5/3～5/4

域の課題解決に向けて議論

然いっぱいの牧場に春の訪れ

下田公園の親水エリアを清掃する(株)柏崎組の皆さん▶

▶▶▶公園整備作業　4/21
々が集まるきれいな公園づくり

地

自

人

広報おいらせ６月号の締切は６月９日です。

　「2016 春の牧場まつり」が５月３日から４日までの
２日間、カワヨグリーン牧場で行われました。
　イベント期間中は、特別のバーベキューメニューが
用意されたほか、ロープでの木登り体験、バター作り
体験、ペットボトルロケット飛ばし、フェルト作りな
ど、広大な牧場ならではのさまざまな体験コーナーも
設けられ、休日の親子連れを楽しませました。
　また、イベント運営には下田中学校、六戸高校、八
戸工大二高校の生徒たちも、ボランティアとして協力
しました。

　行政推進委員会議が４月20日、東公民館において
開催されました。各委員への委嘱状交付の後、各種行
政報告や制度のお知らせなどが行われ、委員は熱心に
耳を傾けました。地域の課題について意見交換を行い
ました。
　行政推進委員は、各町内会から推薦され、町で委嘱
した非常勤特別職で、町の広報やお知らせ文書などを
毎月各世帯へ配布するなど、町と地域のつなぎ役とし
て重要な役割を果たしています。
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広報おいらせ６月号の締切は６月９日です。
 まちのわだい 町のイベントや地域の話題などをお伝えします。身近な情報を寄せてください。

◀�大塚本部長（左）から感謝状と表彰状を送られた三村町長（左から２番
目）と嶋田会長（中央・左から３番目）

◀講演を行う青森県警察本部・被害少年対策官の太田成人氏

　町は交通死亡事故ゼロ1200日を達成し、４月22日、
青森県警察（大塚泰博本部長）から町と町交通安全母の
会（嶋田政子会長）に感謝状と表彰状が贈られました。
　おいらせ町での死亡事故は、平成24年12月を最後に
発生しておりません。また、町の死亡事故ゼロ最高記録
は1348日であり、町では今後とも記録更新を目指して
いきます。

　身近な話題から人権問
題を考える人権啓発教室
が、５月10日、木ノ下小
学校（坂本稔校長）で開催
されました。４年生（108
人）の児童が参加して、子
どもの権利などを中心に
アニメ上映などを交えなが
ら、人権擁護委員の西舘あ
い子さんによる授業が行
われました。

　町民参加による青少年の健全育成と非行防止を進めるた
め、家庭、学校および地域団体などで組織されている、町
青少年育成町民会議（久保田良一会長）の平成28年度総会
が、５月13日、町民交流センターで開催されました。
　会議終業後は、「合同サポートチームＳＴＥＰＳ」の小田
原崇文氏（青森県教育庁学校教育課）と太田成人氏（青森県
警察本部生活安全部少年課）による、子どものネット被害に
関する記念講演が行われました。

▶▶▶人権啓発教室　5/10

▶▶▶交通事故死ゼロ表彰　4/22

▶▶▶ 町青少年育成町民会議総会　 5/13

通事故死ゼロ継続を目指して

権は思いやりの気持ちから人

交

青 少年の健全育成を考える

▲真剣に話を聞く木ノ下小学校４年生の児童たち

≪仙台法務局長表彰≫
　法務大臣から委嘱された
人権擁護委員として、長年
にわたる功績が認められ、
次の２人が表彰されました。

小向�憲次�氏 倉持�晶郎�氏
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✿
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

※�

４
月
に
町
へ
届
出
し
、掲
載
希
望

し
た
人
を
載
せ
て
い
ま
す
。

戸

の
籍

窓

　
　
　
　
　
　
　
８
件
／
届
出
14
件

一
條　
心こ
は
る春
ち
ゃ
ん　
　
　
緑
ヶ
丘

（
良
・
葵
）

川
上　
羽う

た夢
ち
ゃ
ん　
　
　
一
川
目

（
歩
夢
・
麗
実
）

外
井　
梨り

こ湖
ち
ゃ
ん　
　
　
若　
葉

（
宜
実
・
亜
希
）

附
田　
芽め

い

こ
以
子
ち
ゃ
ん　
　
木　
崎

（
悠
・
千
春
）

吉
田　
一い

つ
き樹

く
ん　
　
　
　
木
内
々

（
雄
大
・
愛
美
）

堤　
莉り

お桜
ち
ゃ
ん　
　
　
　
本　
村

（
賢
之
・
ゆ
き
）

髙
見
澤　
奏か

な
と斗

く
ん　
　
　
青　
葉

（
弘
明
・
友
美
）

久
保
田　
桜お

う
す
け介
く
ん　
　
　
若　
葉

（
純
一・一
美
）

　
　
　
　
　
　
　
　
11
件
／
届
出
15
件

新
山　
京
子　
　
　
69
歳　
　
　
青　
葉

下
道　
豊　
　
　
　
65
歳　
　
　
洗　
平

鈴
木　
キ
ク
ヱ　
　
82
歳　
　
　
一
川
目

豊
野　
徳
助　
　
　
91
歳　
　
　
秋　
堂

三
村　
金
一
郎　
　
72
歳　
　
日
ケ
久
保

向
谷
地　
由
季
子　
66
歳　
　
　
八
幡
町

小
向　
槇
野　
　
　
80
歳　
　
　
六
丁
目

清
水　
正
義　
　
　
80
歳　
　
　
六
丁
目

山
白　
馬
之
助　
　
83
歳　
　
　
洗　
平

川
口　
幹
男　
　
　
87
歳　
　
日
ケ
久
保

伊
藤　
と
み　
　
　
85
歳　
　
　
豊　
栄

◉
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

♥
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　

�　
　
６
件
／
届
出
８
件

深
沢　
拓
道　
　
─
─
─　
　
七
軒
町

沼
端　
　
瞳　
　
─
─
─　
　
六
丁
目

熊
野　
裕
太　
　
─
─
─　
　
一
川
目

一
戸　
麻
衣
子　
─
─
─　
　
青
森
市

小
向　
健
太　
　
─
─
─　
　
七
軒
町

遠
藤　
奈
々
子　
─
─
─　
　
藤
ケ
森

水
梨　
悟　
　
　
─
─
─　
　
五
丁
目

坂
本　
優
菜　
　
─
─
─　
　
五
丁
目

中
村　
圭
佑　
　
─
─
─　
　
三
沢
市

新
堂　
眞
子　
　
─
─
─　
　
鶉
久
保

髙
林　
誠　
　
　
─
─
─　
　
鶉
久
保

山
本　
真
未　
　
─
─
─　
　
八
戸
市

戦没者等のご遺族の皆様へ
第 10 回特別弔慰金の

申請を受付中です
　詳しくは下記受付場所へお問い
合わせください。

　【受付場所】
　本庁舎…町民課
　　☎ 0178 � 2246
　分庁舎…分庁サービス課
　　☎ 0178 � 4214

●日時　６月 23 日㊍　15 時～
●場所　みなくる館
　　　　「なんでも創作室」
※  日程は変更になる場合があります。

議題により退席いただく場合もあり
ます。５人以上で傍聴希望の場合は前
日までに連絡ください。

問学務課☎0178�4258

町教育委員会定例会
の開会情報

青森県こどもサポートゼミ開催のお知らせ

青森県ひとり親家庭等
就業・自立支援事業

　経済的な理由から塾に通うことが難しい家庭やひとり親家庭のお子さんを対
象にした学習講習会を開催します。
● 対象者　経済的な理由から学習塾の費用負担が難しい世帯およびひとり親世

帯の小学４年生から中学３年生
●�開催期間　平成28 年５月～平成29 年３月（月２回程度、夏・冬休みは週１回）
●�学習内容　宿題や教材などを持参していただきますと、分からないところを

学習支援スタッフが教えます。教科指導のための指導員が１人付きます。
●費用　無料（軽食の提供有り、会場によっては送迎も可能です）
問 ・申込先　青森県こどもサポートゼミ事務局
　　　　　　（特定非営利活動法人ワーカーズコープ内）
〒030-0862　青森市古川1-15-10　スカイビル２階
☎017-718-4103　F017-735-4040
E-mail　support-semi@roukyo.gr.jp

● 一般相談・就業相談
　▶毎月㊊㊌㊎
　　８時半～ 17 時15 分
　▶毎月㊋㊍
　　８時半～ 20 時
　▶毎月第２・第４㊐
　　10 時～ 15 時
●�法律相談　
　毎月第３㊋　13 時～ 15 時
　※１人30 分程度
●調理師試験準備講習会
　・９月開催予定（八戸市）
　・募集期間
　　▶６月１日㊌～ 10 日㊎
※ 上記のほか、就業支援セミナ

ーや就業支援バンク事業（情
報提供・就業斡旋）、在宅就業
促進事業などを通年で実施し
ております。

問㈶青森県母子寡婦福祉連合会
　☎017-735-4152

人口
まちの

平成28年
5月1日現在

前月比

※外国人を含めた数値です。
(　)内は外国人人口と外国人世帯数

男性 12,171 人 （41） ＋17

女性 13,044 人 （97） ＋31

合計 25,215 人 （138） ＋48

世帯 10,048 世帯 （51） ＋39
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総
務
課
・
広
報
広
聴
係

編

集

後

記

奨学資金寄附図書カードの寄附

▲百石社交ダンス愛好会（蛯名
政秀�代表）が、４月６日、町に
奨学資金のための寄附をされ
ました。

▲青森県信用組合百石支店い
ちょうの会から寄贈された図
書カードを活用し、図書館用書
籍７冊を購入しました。

寄
附
・
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

今
月
の
パ
ー
ソ
ン
お
い
ら

せ（
裏
表
紙
）・
坂
本
さ
ん
を

取
材
し
た
際
に
、仕
事
で
大

変
だ
と
思
う
こ
と
を
聞
い
た

と
こ
ろ「
ど
ん
な
こ
と
も
大

変
と
思
わ
ず
、受
け
止
め
る

よ
う
に
し
て
い
る
」と
回
答

さ
れ
ま
し
た
。
ど
ん
な
時
も

前
向
き
に
取
り
組
め
る
人
が
、

成
長
で
き
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
私
も
町
の
広
報
担
当

者
と
し
て
、成
長
し
て
い
き

た
い
で
す
。[

堤] 

おいらせ町春まつり
下田公園 &いちょう公園

　
お
い
ら
せ
町
春
ま
つ
り
は
、
４
月
29
日
か
ら
５
月
５
日
ま

で
、
下
田
公
園
と
い
ち
ょ
う
公
園
の
二
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ま
つ
り
期
間
中
は
、
あ
い
に
く
桜
は
散
り
は
じ
め
て

お
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
来
場
者
が
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し

ん
で
い
た
ほ
か
、
春
の
お
い
ら
せ
歌
謡
シ
ョ
ー
や
体
験
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
併
催
行
事
も
行
わ
れ
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

▶
春
ま
つ
り
期
間
中
の
５
月
３
日
、
町

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
（
山
﨑
斉

会
長
）
が
恒
例
と
な
っ
て
い
る
町
内
会

対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
い

ち
ょ
う
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
町
内
か
ら
、
21
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
競
い
合
い
ま

し
た
。大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
位　
錦
ケ
丘
町
内
会
チ
ー
ム
（
３
１
３
打
）

２
位　
木
内
々
Ａ
チ
ー
ム
（
３
１
３
打
）

３
位　
三
田
町
内
会
チ
ー
ム
（
３
１
５
打
）

1

4

2 2 3

①�オープニングセレモニーで歌
や楽器演奏を披露する百石幼
稚園の子どもたち

②�歌謡ショーにゲスト出演したふじ香
氏と西あき彦氏の２人
③�下田公園でブラスバンド演奏を行っ
たOirase�Hot�Hearts�Club�Band
④�青森県木登り協会�橙による、いちょ
う公園での木登り体験
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OIRASE

Z o o m  U p

坂
本 

博
美

おいらせ広 報

「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌

最
高
の
笑
顔
と
お
も
て
な
し
で
コ
ー
ヒ
ー
を
お
届
け

▶ Profile　
日
本
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
協
会
が

主
催
す
る
「
第
21
回
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
接
客
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト
」
に
お
い
て
、
ド
ト
ー
ル
コ
ー

ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
青
森
下
田
店
（
イ
オ
ン

モ
ー
ル
下
田
１
階
）
の
坂
本
博
美
さ
ん

が
審
査
員
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
全
国
の
さ
ま
ざ

ま
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
か
ら
千
人

以
上
も
の
従
業
員
が
参
加
し
、接
客
を
競

い
合
う
も
の
で
、
全
国
大
会
の
入
賞
者

６
人
の
な
か
の
１
人
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

普
段
の
接
客
に
つ
い
て
、「
お
客
様
目

線
に
立
っ
た
精
一
杯
の
お
も
て
な
し
を
心

が
け
て
い
ま
す
、お
客
様
の
気
持
ち
を
く

ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
が
大
切
で
す
」
と
語
る
坂
本
さ
ん
。
ド

ト
ー
ル
で
の
勤
務
は
３
年
目
で
す
が
、そ

れ
ま
で
接
客
業
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験

が
大
い
に
活
か
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
日
も
店
内
に
は
、
坂
本
さ
ん
の
さ

わ
や
か
な
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
の

声
が
響
き
渡
り
ま
す
。

「
や
は
り
お
客
様
に
あ
り
が
と
う
と
言
わ

れ
た
時
が
一
番
う
れ
し
く
、
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
無
い
プ
ラ

ス
ア
ル
フ
ァ
の
お
も
て
な
し
で
、
常
に

お
客
様
を
迎
え
た
い
で
す
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

さかもと・ひろみ�さん
百石高校を卒業後、宮
城県の短大へ進学。卒
業後は販売員やエステ
ティシャンなどの仕事
を経て、平成26年よ
りドトールコーヒー
ショップ青森下田店
（イオンモール下田１
階）にパートナーリー
ダーとして勤務してい
る。37歳。

（
木
崎
）


